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に
わ
か
り
や
す
く
書
き
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
時
局
的
な
社
会
現
象
の
分
析
も
一
部
加
え
ら
れ
て

い
る
。

(
小
川
三
四
郎
・
記
)

解

説

橋

爪

大

三

郎

本
書
は
、
小
室
直
樹
「
危
機
の
構
造
|
|
日
本
社
会
崩
壊
の
モ
デ
ル
」
(
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
現
代
選
書
、
帰

|
二
三
七
頁
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
七
六
年
一

O
月
刊
〉
の
再
刊
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
に
は
同
じ
く

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
か
ら
、
同
書
を
ベ

l
ス
に
「
増
補
版
危
機
の
構
造
」
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
今

回
は
そ
の
増
補
版
で
な
く
、
初
版
そ
の
ま
ま
を
採
録
し
た
。

* 

E見

本
書
の
論
旨
は
、
一
読
ま
こ
と
に
明
快
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
こ
こ
で
繰
り
返
す
必
要
は

な
い
が
、
あ
え
て
一
言
で
要
約
す
る
な
ら
、
本
書
は
、
現
代
の
日
本
社
会
が
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
危

機
の
本
質
を
、
そ
の
社
会
構
造
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
科
学
的
に
解
明
す
る
も
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の

思
想
と
行
動
が
、
相
も
変
わ
ら
ず
〈
集
団
の
機
能
的
要
請
に
も
と
づ
く
、
盲
目
的
予
定
調
和
説
と
構
造

的
ア
ノ
ミ

l
の
所
産
〉
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
、
こ
の
危
機
の
根
源
で
あ
る
。

読
者
の
方
々
の
多
く
が
驚
か
れ
た
こ
と
と
思
う
が
、
本
書
は
十
五
年
も
前
に
出
版
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
あ
た
か
も
つ
い
昨
日
書
か
れ
た
か
の
よ
う
に
、
新
鮮
で
あ
る
。
著
者
の
指
摘
は
、
現
在
の
日

木
社
会
に
も
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
日
本
社
会
が
こ
の
間
、
本
質
的
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な
部
分
で
変
化
し
て
い
な
い
か
ら
だ
が
、
そ
れ
よ
り
む
し
ろ
、
そ
の
変
わ
る
こ
と
の
な
い
日
本
社
会
の

本
質
を
見
す
え
、
日
本
社
会
の
(
危
機
の
)
構
造
を
鋭
く
え
ぐ
り
出
し
て
い
る
‘
著
者
の
洞
察
を
こ
そ

賞
讃
す
べ
き
だ
ろ
う
。

. 盲

* 

木
書
は
、
一
九
七

O
年
1
七
五
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
幾
編
か
の
論
文
が
元
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

時
期
は
ち
ょ
う
ど
、
六

0
年
代
を
通
じ
て
高
度
成
長
を
と
げ
て
き
た
日
本
が
、
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、

二
度
の
オ
イ
・ル
・
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
世
界
情
勢
の
激
変
に
砲

-mし
て
、
そ
れ
ま
で
の
行
き
方
を
見
直
し
、

新
し
い
進
路
を
模
索
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。

当
時
の
日
本
の
人
び
と
は

(今
も
そ
う
だ
ろ
う
が
)
、
外
部
か
ら
お
と
ず
れ
る
環
境
の
激
変
そ
の
も

の
を
H

危
機
H

と
と
ら
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
書
の
著
者
小
室
前
一樹
氏
は
、
危
機
が
日
本
社
会
に

内
在
す
る
と
考
え
る
。
外
部
環
境
の
変
化
に
う
ま
く
適
応
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
か
え
っ
て
問

題
が
深
刻
に
な
る
。
こ
の
逆
説
に
こ
そ
本
当
の
危
機
が
桝
む
の
だ
と
、
本
書
は
看
破
す
る
。

な
ぜ
そ
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
著
者
は
、
歴
史
に
そ
の
根
拠
を
探
っ
て
い
く
。

百首司町司E事~
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戦
前

1
戦
後
の
日
本
社
会
は
述
統
的
な
も
の
だ
、
と
い
う
の
が
木
和
の
中
心
を
な
す
指
摘
で
あ
る
。

戦
前
と
戦
後
と
は
、
ま
っ
た
く
性
質
の
異
な
っ
た
社
会
だ
|
ー
ー
そ
の
よ
う
に
、
戦
後
の
知
識
人
た
ち

は
主
張
し
て
き
た
。
敗
戦
を
境
に
、
日
本
社
会
は
過
去
を
払
拭
し
て
、
新
し
い
段
階
に
入

っ
た
、
と
。

可明"明-可胴司園時'

戦
後
の
思
想
界
は
、
ず
う
っ
と
、

戦
前
/
戦
後
の
断
絶
史
観
に

?守F

人
び
と
も
そ
う
信
じ
た
い
と
思
っ
た
。

立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
小
室
氏
は
日
本
社
会
の
構
造
が
戦
前
と
ち
っ
と
も
違
っ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。
た
と
え

ば
、
商
社
マ
ン
の
行
動
・
思
想
は
、
帝
国
陸
軍
と
瓜
二
つ

で
は
な
い
か
。
戦
前
社
会
が
、
坂
道
を
転
げ

る
よ
う
に
破
滅
へ
の
道
を
突
っ
走
っ
た
の
な
ら
、
戦
後
社
会
も
、
同
じ
構
造
的
な
危
機
を
免
れ
な
い
は

ず
だ
。戦

後
思
想
の
虚
妄
を
明
快
に
諮
っ
た
と
い
う
点
で
、

「危
機
の
構
造
」
の
詮
場
は
、

ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
台
頭
(
戦
後
知
識
人
の
凋
落
)
に
先
が
け
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

守守司γ司-..マ.，..，.

八
0
年
代
の
ポ

* 

圭~l

戦
前
と
戦
後
の
連
続
性
。
こ
の
別
名
こ
そ
「
構
造
」
な
の
だ
が
、
小
室
氏
が
こ
の
主
張
を
、
戦
後
社

会
科
学
の
文
字
ど
お
り
「
正
統
」
を
踏
ま
え
て
提
出
し
て
い
る
点
が
、
住
目
に
仰
す
る
。

小
室
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
間
学
か
ら
問
問
の
の
ち
、

東
大
大
学
院
で
政
治
学
を
研
究
。
そ
の
川
則
に
、

丸
山
真
男
(
政
治
学
)、
大
塚
久
雌

(続
的
史
)、
川
島
武
江

(法
制
会
学
)、
中
恨
千
枝
F
H

A
L
人
M
M
T
)

と

い
っ
た
、
戦
後
日
本
の
段
高
レ

ベ
ル
の
学
者
た
ち
か
ら
、
前
般
教
え
を
受
け
た
。
そ
う
し
て
肌
収
し
た

戦
後
社
会
科
学
の
精
髄
が
、
本
市川
の
随
所
に
爪
か
さ
れ
て
い
る
。

小
室
氏
は
、
川
間
々
の
学
問
の
什
に
と
ら
わ
れ
ず
、

学
川
出
断
的
な
議
論
を
展
開
す
る
。

ω論
理
性
を
重
ん
じ
、

一
目
し
た
刀
法
論
に
も
と
.つ

い
て
綿
一
日
酬
を
進
め
る
、
と
い
う
点
で
、

角干

そ
し
て
、
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で
あ
る
。

右
の
二
点
は
、
社
会
を
ト
ー
タ
ル
に
考
察
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ぜ
ひ
と
も
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
の
は
ず
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
並
み
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
専
門
で
一
人
前
に
な
る

の
さ
え
、
ひ
と
苦
労
な
の
だ
。
専
門
分
化
が
進
ん
だ
現
在
、
複
数
の
学
問
分
野
を
股
に
か
け
、
縦
横
に

議
論
を
す
る
な
ど
容
易
で
な
い
。
と
こ
ろ
が
小
室
氏
は
、
持
ち
前
の
旺
盛
な
探
究
心
に
よ
っ
て
、
そ
れ

を
あ
っ
さ
り
と
や
り
と
げ
て
し
ま
う
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
の
限
界
も
十
分
に
わ
き
ま
え

た
う
え
で
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
、
現
実
を
鋭
く
分
析
し
、
今
後
を
大
胆
に
予
測
す
る
。
余
人
に
は
真
似

の
で
き
な
い
仕
事
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

本
書
の
つ
ぎ
に
著
者
が
世
に
問
う
た
の
は
、
「
ソ
ビ
エ
ト
帝
国
の
崩
壊
」
(
カ

ッ
パ
ビ
ジ
ネ
ス
、
一
九
八

O
年
、
光
文
社
一
だ
っ
た
。
当
時
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
兆
候
な
ど
何
も
な
く
、
逆
に
日
本
で
は
、
ソ

連
の
軍
備
増
強
が
心
配
さ
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
折
し
も
、
小
室
氏
は
、
公
刊
さ
れ
た
デ
!
タ
ゃ
い
く
つ

か
の
学
問
上
の
根
拠
の
み
か
ら
、
ソ
連
帝
国
の
来
る
べ
き
危
機
を
、
は
っ
き
り
予
言
し
た
の
で
あ
る
。

経
済
の
恐
る
べ
き
非
能
率
と
、
民
族
問
題
。
そ
の
後
の
展
開
は
、
ま
さ
し
く
小
室
氏
が
予
測
し
た
通
り

で
あ
っ
た
。

* 

『
ソ
ビ
エ
ト
帝
国
の
崩
壊
」
以
降
の
読
者
は
、
小
室
氏
の
研
究
者
と
し
て
の
側
面
を
知
ら
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
ま
し
て
、
教
育
者
と
し
て
の
氏
を
知
ら
な
い
に
違
い
な
い
。

説

私
が
小
室
氏
の
ゼ
ミ
に
は
じ
め
て
参
加
し
た
の
は
、
一
九
七
四
年
の
春
だ
っ
た
と
思
う
。
ゼ
ミ
と
言

っ
て
も
い
わ
ゆ
る
「
自
主
ゼ
ミ
」
で
、
大
学
院
の
正
規
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
な
い
。
壊
滅
状
態
に
あ

る
日
本
の
H

社
会
科
学
を
復
興
す
る
u

こ
と
を
旗
じ
る
し
に
、
社
会
学
な
ど
を
学
ぶ
各
大
学
の
院
生
な

ど
を
相
手
に
す
る
特
訓
ゼ
ミ
で
あ
る
。
以
来
十
年
あ
ま
り
、
毎
週
一
回
、
社
会
科
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
理

論
を
学
び
な
が
ら
小
室
氏
と
議
論
す
る
の
が
、
私
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
。

ゼ
ミ
は
だ
い
た
い
、
こ
ん
な
具
合
で
あ
る
。
朝
九
時
、
ヴ
ェ

l
パ
l
の
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム

の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
」
の
講
義
が
始
ま
る
。
十
時
半
か
ら
は
、
川
島
武
宜
「
民
法
総
則
」
を
テ

キ
ス
ト
に
、
法
社
会
学
の
演
習
。
昼
休
み
を
挟
ん
で
午
後
は
、
ヒ
ッ
ク
ス
の

「価
値
と
資
本
」
、
サ
ミ

ユ
エ
ル
ソ
ン
の
『
経
済
分
析
の
基
礎
」
な
ど
を
教
材
に
、
理
論
経
済
学
の
入
門
コ

l
ス
。
線
型
数
学
や

抽
象
代
数
学
、
数
理
統
計
学
の
コ

l
ス
も
毎
年
の
よ
う
に
聞
か
れ
た
。
夕
方
か
ら
は
、
社
会
学
、
宗
教

学
な
ど
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
主
体
と
す
る
、
ア
ド
ヴ
ア
ン
ス
ト
コ

l
ス
だ
。

絵
に
描
い
た
よ
う
な
ハ

l
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
が
、
小
室
氏
は
ど
ん
な
に
疲
れ
て
い
て
も
、

'日
墨
を

手
に
黒
板
の
前
に
立
っ
と
、
と
た
ん
に
シ
ャ
キ
ッ
と
し
て
、
酒
々
と
流
れ
る
よ
う
な
熱
っ
ぽ
い
講
義
を

繰
り
広
げ
、
わ
れ
わ
れ
を
感
嘆
さ
せ
た
。
学
問
に
対
す
る
情
熱
と
い
う
点
で
、
小
室
氏
の
右
に
出
る
者

を
私
は
知
ら
な
い
。

長
年
の
あ
い
だ
こ
の
ゼ
ミ
で
教
え
を
受
け
た
者
は
、
優
に
数
百
名
を
越
え
る
だ
ろ
う
。
大
学
で
現
在

教
技
、
助
教
授
の
職
に
あ
る
者
も
多
い
。
変
わ
り
種
で
は
、

T
V
キ
ャ
ス
タ
ー
に
転
じ
て
活
躍
中
の
者
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も
何
人
か
い
る
。
一
時
、
小
室
氏
が
体
調
を
崩
し
た
あ
と
、
現
在
ゼ
ミ
は
お
休
み
中
だ
が
、

な
か
た
ち
で
こ
の
ゼ
ミ
が
学
界
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

*
 

い
わ
ゆ
る
戦
後
知
識
人
と
は
系
譜
が
異
な
る
が
、
昭
和
七
(
一
九
三
二
)
年
生
ま
れ
の
小
室
氏
も
ま

た
、
戦
後
精
神
を
体
現
す
る
知
識
人
だ
ろ
う
。
氏
は
、
物
理
学
、
経
済
学
、
心
理
学
を
、
「
先
進
」
的

υ学
問
だ
と
考
え
る
。
そ
こ
か
ら
、
有
益
な
概
念
セ
ッ
ト
や
理
論
化
の
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
込
ん
で
、
社

会
学
の
急
車
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
優
秀
な
才
能
と
超
人
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

集
中
的
に
投
下
す
る
こ
と
だ
|
こ
れ
が
小
室
氏
の
作
戦
で
あ
る
。
い
小
に
も
戦
後
復
興
期
の
、
傾
斜

生
産
方
式
(
資
源
を
鉄
鋼
と
石
炭
産
業
に
集
中
さ
せ
、
経
済
の
急
速
な
成
長
を
は
か
る
や
り
方
〉
に
そ
っ
く
り

で
は
な
い
か
。

小
室
氏
が
念
願
し
て
や
ま
な
い
、
社
会
科
学
の
「
.
フ
レ
ー
ク
ス
ル

1
」

(
H
突
破
い
ニ
ュ
ー
ト
ン
や
ア

イ
シ
ュ
タ
イ
ン
み
た
い
な
、
画
期
的
な
理
論
展
望
が
開
け
る
こ
と
〉
が
、
先
進
的
な
学
問
を
総
合
し
さ
え
す

i
ば
即
、
約
束
さ
れ
る
も
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
知
ら
な
い
。
だ
が
そ
れ
が
、
飛
阻
の
必
要
条
件
で
あ

ろ
う
こ
と
伐
確
か
だ
。
学
問
に
王
道
な
し
。
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
学
聞
を
身
に
つ
け
、
そ
の
う
え
で
)

ιね
に
問
題
干
の
札
木
に
立
ち
か
え
っ
て
、
も
の
ご
と
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
。
そ
う
い
う
原
則
的
で
刊

学
的
な
態
度
を
、
小
室
氏
は
誰
よ
り
も
強
調
し
、
自
分
で
も
体
現
し
て
い
る
。
本
書

に
も
そ
の
精
神
カ

脈
々
と
波
打
っ
て
い
る
の
が
感
得
さ
れ
よ
う
。

a・・・ ... 園圃・......・・‘』a・・圃・ha・・圃且
a・・・・‘...-

日
本
人
が
も
っ
と
も
苦
手
と
す
る
、
社
会
科
学
。
そ
の
理
由
も
、
そ
れ
を
克
服
し
・な
け
れ
ば
な
ら
な

い
必
然
も
、
本
書
に
は
明
瞭
に
分
析
し
て
あ
る
。
す
で
に
古
典
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
本
書
が
、
文
庫

に
収
め
ら
れ
、
新
た
な
読
者
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
を
喜
び
た
い
。
(
一
九
九

0
・
=
了
三
O
)

*
こ
の
解
説
を
書
き
お
え
た
今
朝
、
「
危
機
の
構
造
」
の
編
集
を
担
当
し
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
の
、
曽

我
部
洋
氏
が
十
二
月
二
十
二
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
報
せ
を
受
け
た
(
享
年
四
十
六
歳
)
。
小
室

直
樹
氏
の
よ
き
理
解
者
で
あ
り
、
親
友
で
あ
り
、
記
念
す
べ
き
第
一
作
の
編
集
者
で
も
あ
っ
た
、
氏

の
冥
福
を
祈
り
た
い
。
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もうひとつは、 60年代サブ・カルチャーが形を変え、社会

の中で市民権を得たこと。大衆社会がユダヤ教と同じく、共

同体救済(みなが一度に幸せになる)の色彩が強かったのに

対し、 60年代の若者の異議申立てはキリスト教と同じく、一

人ひとりの救済をめざす。彼らは、自己表現・自己実現のた

め、産業社会の成果を拒否し、ヨレヨレのジーンズやTシャ

ツを身につけた。このスタイルは愚初のうち、まだどこかで

マルクス主義の解読コードを下数きにしていた。ところが、

それと絶縁すると、たちまちその世俗的な形態に移行した。

自己表現・自己実現のために、消費社会の成果をとことん利

用してもいい、いや、すべきだということになったのである。

このふたつの出来事が組み合わさって、消費による毅済の

御学、あるいはブランド神話が誕生した。それは、 70年代か

ら本徳的に開花することになる消費社会の、根本教義である。

消費社会に張りめぐらされるのは、差異のコードである。

そこでは、ひとが何を購買=消費するかよりむしろ、それが

他人とどれだけ遣っているかが主要な悶題となる。

ある商昂/別の高昂、の差異(対立)が、ある消費者の魔

性/別の消費者の属性、の差異(対立)に等置される。この

記号学的な原理が、ブランド神話の根本ロジックだ。消費者

の属性一一「個性」でも r自己表現」でもよいのだカLーーは、

よ匂

占手p
I'~J~・ .~主人目

く初期のころ、大量生産された商昂を所有することは、産業

文明と関わりをもっている証拠(ハイカラ)であって、それ

自身、価値あることだった。産業化の進展につれ、商昂の供

給が爆発的に溜大し、財の橋少性が薄れていく。それらの商

品を、人びとは喜んで買わなくなる。低価箔の商昂は、たち

まち懸力がなくなり、人びとの購買自僚は、より高価指の商

晶、より新しい後能をそなえた商品へとシフトしていった。

それには、所得の上昇がともなわなければならない。高度成

長の期闘を通じて人びとは、物質的により霊かな生活をめざ

して、三径の神器や3Cなどといった、消費の標準バスケッ

トを購入するため、働きづめに働いた。商昂を購入すること

が、 (幸信}を実現する道である一一この信仰にも似た感情

が、大衆社会の遇葵低音である。

大衆社会は、人びとの聞の差異を噴いつぶし、平準化へと

向かう社会だ。一部に、ひと足先に霊かさを享受する人びと

がいても、それは残りの大衆に手の届くものである。しかも

そのキャッチ・アップに要する時間が、年々めまぐるしく早

まっていく。

1970年を迎える頃までに、大衆社会を新たな段階に移行さ

せる、 2つの出来事が起こった。ひとつは、マルクス主義の

権威力、決定的に凋落したこと。マルクス主義は、社会を解説

するもっとも権威あるコードだった。それは社会が、支配階

級/彼支配階級の2つの部分からなるとする。そして笠産関

係が、社会のあらゆる領主主を規定するとみなす。この解読コ

ードのもとでは、消費がその社会の人びと全員を救済すると

いう教義は成り立たなかった。その歯止めが崩れた。

ブランドとl立、議別のための工夫。叙し飼いの牛がよその

牧草地にまぎれこんでも大丈夫なように、焼き印 (brand)

を押しておく。これで持ち主がすぐ判る。

見分けのつきにくいものを、ひと自で見分けられると便利

だから、プランドが生まれた。牛の群れであろうと、商昂で

あろうと、その理屈は同じこと。製造元を表す口ゴやマーク

も、ブランドとして俊能する。

由緒あるフィレンツェの、貴族ご用達の馬具E軍人であった

グッチ。王室御用達の高級昂を納入した業者の、ロイヤル・

プランドの;S!々。手工業跨代のブランドは、手がけた寝入の

誇り、品質保証の目印だった。誰が物を作り、誰がそれを使

うかは、首から決まっていて、好き勝手に変えることはでき

ない。伝統的な身分制社会の生産織式、それがブランド本来

のあり方である。

それが跨と所をへだて、日日年代日本の「高度資本主義社会」

に登った。ここでもブランドは相変わらす、~別のための工

夫である。ただし、それが奉仕するのは、かつてとは異質な

差異のシステムだ。

この社会でプランドは、一種の神話として徳能する。さも

なければブランドは、存続できない。日常生活は、ブランド

物をどう選択し、どう着こなし、どう使いこなすかという宗

教儀式に変容した。この儀式の戒律を守ることが、救済に至

るための条件なのである。

プランド商昂を購入すること。それはブランド信仰の告白

であり、またプランド神話を再生産する行為でもある。うた

かたのように、現れては消える数々のプランドを支えるのは、

人びとの宗教的エネルギーだ。このエネルギーの作用の仕方

をつきとめれば、ブランド神話が現れ、また崩壊する必然を

理解できるだろう。

ブランド神話が数済するのは、たてまえ上ごく一部の、選

ばれた人びとである。たとえ設もが、その毅済にあすかるこ

とをめざすとしても。したがって、その前史として、無差別

に誰でも救済にあすかれると約束した社会、つまり大衆社会

の成り立ちに、目を向けておかなければならない。

産業革命|立、伝統的な手工業の生産僚式を後採で置きかえ

た。そして熟練を解体し、大量笠産~大量消費老笠み出した。

この結果、都市に大量の消費者=大衆が出現した。

財力、橋少であるうちは、商昂は作る錦から売れていく。ご
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それ自体で存在できない。とりあえず、ある高昂/別の商昂、

l'・・園
の対立を通じてしか、存在を確かめられないもの(消極的な

存在)である。消費者の群れ=大衆のなかに埋もれてしまっ

1;圃・圃
た(自己)を(再)発見するために、別の商昂ではないある

商昂を選択し続けること。このことを通じて、消費者は救済

にいたる道を歩む。

プランド神話の与える救済は、狭き門(選ばれた者だけが

入ることを許される国)。他人と遣った自分を確認し、満足す

ることである。だが、神なき時代のこの救済の神学l立、完結

したものであるわけにはいかない。

11盟国 まずこの毅済は、絶対のものでない。比較の対象となる他

人を、どうしても必要とする。自分の選択が他の人びとの巨

li臨
に触れ、他の人びとに是認されてはじめて、それが正しかっ

たと確信できる。自分のほうでも、他の人びとが何を選択し

J 1園田園
たかを知っていなければならない。

それに、ブランドというものかもつ矛盾がある。

!I;.圃圃
プランドは、他人との差異を確認するための媒体。それに

は、自分とそのプランドとの結びつきが必然的でなければな

らない。ところがその結びつきは、購買行動(その実態は消

費者の窓意的な選択)によって生まれたものである。選択は、

ほかでもよかったといういみで、必然性を欠いている。だか

ら、実鰻は選択であるのに、選択であることを隠蔽しなけれ

ばならない。さもないと、自分の同一性が成り立たない。

I11園園田 プランドによる救，育。それは、 Z突き円である。身の回りを

あるブランドで統一してみたり、さまざまなブランドを叡り

ばめてみたりすると、それに対して、教済がおとすれるとし

ょう。それは、いつでも必ずおとすれると隈らない。でもと、

1I1
1I醤圃

にかく、救済を求めるなら、商昂を購入する必要がある。そ

れは、教会信徒の献金箱のように、まE済の列に並んだ蓄の印

になる。

1'1' 購入は、やみくもであってはいけない。

プランドは、単昆では存在しない。多く集まって、ひとつ

の小宇宙をかたちづ〈る。それらがどのように配置されてい

るかの情報があってはじめて、選択が意昧をなす。

1:11 この情報を、ます広告が与える。広告が娠りまくイメージ

は、プランド商高の本質的な一部分をなす。つぎに、二次情

111: 

報としての縫誌が介在する。雑誌は広告と遣って、ブランド

を績並べし、選択のカタログ、配列のマニュアルとして綬能

111 

する。雑誌の与える情報は、選択についての選択であるとい

う点で、二次的である。さらに、人びとの消費生活それ自体

のl1J向が、人びとの関心の対象となる。この関心l立、自己言

及的で、選択を緩錨させる局面と減衰させる局面とを持つ。

11・

つまりそれは、流行として現象する。

流行現象はもともと、自己を消尽するサイクルだった。流

11 

行するまで、それは流行でなく、流行してしまえば、それは

流行遅れになる。古くからあったこの現象は、ブランド神話

とも交鐙せざるをえない。

11

1 

11， 

66・"・

プランド商昂は、普通の商昂よりも高価である。そして、

その差額(付加価値)は、昂賃や後能のような商品の実質で

なしに、デザインやブランド・イメージに対する対価である。

商昂の実質によらない差異が、フランド神話の流通させる価

値である。

差異を求めるエネルギーが、 70-80年代の日本には渦答い

ていた。高度成長を通じて倍績を続けた所得には、付加価値

の部分に回せるだけの余裕があった。特に日本で出現した短

縞な大衆社会状況は、フランド神話の漕在的な信徒にことか

かなかった。

ブランド神話の背察には、ますます泡大する選択可能性が

ある。それは、産業社会が成熟し、社会の後能分化がいっそ

う遊行したことの帰結だ。

この社会では、ます人閣が、置き燥え可能なもの (つまり、

社会システムからみて選択可能なもの)になる。企業の側か

ら見之、社員一人ひとりの人格や個性は問題にならない。産

業社会を生きる人びとには、自分がいつ他人と置き負えられ

てしまうかわからないという、自己喪失の不安が根底にある。

自分か自分を見失うばかりでなく、自分と他人の具体的な

関わりも見えなくなる。自分と他人の表面的な差異に、異十景

にこだわらざるをえなくなるのが、フランド化だ。

たとえば、大学のプランド化。学歴を重視するのは、産業

社会なら当然だ。だが70:年代以降、それが教育歴ではなく、

学校庭になってしまった。どの大学卒かでひとを判断するの

を、スクリーニングという。実際どんな人聞か判断する手間

を省いて、あの大学なら大丈夫だろうと、企業の人材パーツ

としての一定の昂貨を期待する。それが、企業を取れたさま

ざまな社会生活の湯薗でも、その人間の評価にはねかえって

いく。

それが、もうひとつの重要な選択の場面、結婚でも問題に

なる。この場面では、誰でも互いを、置き後え不可能な自己

と他者として発見できなければならない。にもかかわらず、

そのプロセスが省賂されて、学綬歴や会社の知名度、年収、

身長といった、カタログ的なデータがスクリーニング機能を

果たすようになる。同時に自分も、そうしたカテゴリーでし

か自分や他人をとらえられなくなる。

プランド商品を鳴賃=選択することによって、かけがえの

ない自己を(再)発見しようとする衝迫にも似たエネルギー

は、このブランド化の一環として生じたと考えられよう。そ

の模底にあるのは、自己周→主をめぐる疑問だった。社会と

自分の関係、自分と他人の関係が、選択に任される偶然的なも

のとなった。そこで自分を、ii1:¥意的な選択とは違った何ものか

につなぎとめるために、ブランド高島が利用されたのである。

しかし、これは、成功を約束され

ない解決というべきだろう。

ブランドで自己同一性を確認した

いと思えば、プランドが流行から絶

縁していなければ具合が悪L'0流行

は、右往左往する大衆のうみだすも

の。それに対してフランドは、生まれ

育ちの良さ、一朝一夕に身につかな

い洗練されたセンス、有名人なと選

ばれた人だけにそなわる気昂といっ

た、市湯の外部に起源をもっ物語を

含意する。ところが実際には、ブラン

ド昂は金さえ出せば誰にだって買え

るし、マニュアル雑誌を見れば誰に

だって着こなせるのだ。庖頭価申告の

値崩れを仰え、贋物を監視し、ブラン

ド・イメージを守ったとしても、ブ

ランド・ビジネスが商業主義(市場

の論理)で翻かされていることはま

ぎれもなL'0あるブランドが流行れ

ぱ、別のフランドが廃れるというこ

ともあろう。いやそれどころかそも

そも、プランド現象それ自身が、大

衆に支えられた流行であったともい

える。ここから考えても、ブランド

と流行力、絶縁できるわけなどないの

だ。プランド神話は、いずれ崩媛へ

の道をたどる以外にないものだった。

プランド符話は消費者が、市場の動向に依存しない自分の

同一性を確かめようとする、言ってみれば空しい努力だった。

ブランド信者が求めているのは、永続する同一性Jそれは、

喪なわれた過去に属する。デジャ ・ビュのような、秘密を暴

露しようとする筏線に耐えないはかなさ。フランド商昂がた

たえるのは、過ぎ去った時代のイメージの霊気後なのだ。

ブランドは、商昂一人間の結びつき(選択)を間筏{じした。

個々の商品(単昂)を選択するかわりに、商昂のグループ(ブ

ランド)を選択する。この工夫は、消費者にとってもメーカ

ーにとっても、還ったいみで利益になった。

だからブランドそのものは、なかなか廃れないに違いない。

けれどもそれが、数済の神話をつむき出す時代はもう終る。

ブランド商昂がしょせん、借り物のアイデンティティを与え

るにすぎないことは、震初から誰だって気付いていた。なん

、 • '-. ・

/J?f/-t 

だこんなもの、と思いながら、ブランド商品を買わないで、

ではどうすればいいかがわからなかっただけだ。

宗教儀式としてのプランド待話は、ゆえに、その最初から

形僚だった。それは、矯貴行動による自己確認という、消費

社会の世俗化された救済の幻想であった。ここからの脱出を

試みる方法論一一産業社会力、ら説出するエコロジストのライ

フ・スタイルや 、未来を志向するハイテク的ライフ・スタイ

ルーーは、大部分の人びとを誉き込むに至らないだろう。そ

のかわりに、徐々に起こりつつあるのは、手軽に買えるプラ

ンド商昂に依存しない差異化の方法、知識財~ソフト財への

シフトである。

ブランド神話の時代は、消費優位であるように見えたけれ

ど、実は、生産絶感・労働現場で人びとが自分の惣自性を発見

できないでいる、というところに慢があった。フランド信仰は、

敗者復活戦に似ている。自己表現に長けた人びとは、もともと

そういうものに引きずられたりしなL'0変容を続ける資本主

義のもとで、人びとがどのように自分を再発見しようとする

か。そこに、プランド神話のつぎに何が来るかがかかっている。

6/ 
/ ，1: 
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は隊
無の
力現
な実
のの
だ前

日
本
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
日
本
の
と
と

を
分
か
っ
て
い
る
な
ど
と
錯
覚
し
て
は
い
け

な
い
。
そ
れ
は
子
供
が
、
子
供
の
こ
と
を
ち

っ
と
も
分
か
っ
て
い
な
い
の
と
同
じ
だ
。
だ

か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
「
日
本
人
論
」
を
読

み
、
自
分
が
何
者
か
を
学
習
し
な
け
れ

ヲロ
ニE

，3， 

紀

報

的
な
試
み
で
あ
る
。

日
本
が
た
つ
た
百
年
か
そ
こ
ら
で
近
代
化

し
て
し
ま
い
、
経
済
大
固
に
の
し
上
が
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。
と
の
謎
は
、
い
ろ
い
ろ
に
考

え
ら
れ
て
き
た
。
マ
ッ
ク
ス

e
ウ
ェ

l
パ
ー

は
、
西
欧
が
近
代
化
し
た
条
件
と
し
て
、
宗

教
的
な
エ

ー
ト
ス
(
行
動
隊
式
)
の
重
要
性

を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
日
本
で
は
、
宗

教
の
社
会
的
な
影
響
力
た
る
や
微
々
た
る
も

の
な
の
で
、
説
明
に
窮
し
て
し
ま
う
。
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飛

世

末

主
4

意

ヘ

ダ
サ
ン
と
い
う
正
体
不
詳
の
ユ
ダ
ヤ
人
(
?
)

が
書
い
た
、
『
日
本
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
』
(
角
川

文
庫
・
三
九
O
同
)
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

な
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
と
対
照
し
て
日
本
人
を

箔
く
手
法
は
、
な
か
な
か
新
鮮
だ
っ
た
。
著

者
と
連
絡
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
山

本
書
底
庖
主
の
山
本
七
平
氏
だ
け
だ
っ
た
の

で
、
ど
う
や
ら
ベ
ン
ダ
サ
ン
は
、
氏
の
ベ
ン

る
。
砲
兵
将
校
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
に

従
軍
し
た
経
験
か
ら
、
日
本
人
の
つ
く
る
組

織
を
鋭
く
分
析
し
た
『

一
下
級
将
校
の
見
た

帝
国
陸
軍
』
(
文
春
文
庫
・
四
二

O
同
)
。
そ

れ
を
日
本
の
意
思
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
一
般
に

敷
街
し
た
『
「
空
気
」

の
研
究
』
(
同
・
三
六

O
同
)
。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
幕
末
維

新
の
尊
皇
棚
田
夷
思
想
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し

橋
爪
大
三
郎
副
昨
日
目
ア
説
話
出
笠
ま
れ
。

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
外
国
人
な
ら
日
本
を
よ
く
分
か

る
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
わ
け
で
も
な

い
。
そ
れ
な
の
に
日
本
人
は
信
じ
や
す
く

て
、
外
国
人
の
書
い
た
も
の
を
有
り
難
が

る
。
ル

1
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
『
菊
と

刀
』
(
現
代
教
義
文
庫
・
五
二

O
同
)
こ
の

か
た
、
横
文
字
の
日
本
論
が
読
み
つ
が
れ
て

い，。。今
か
ら
二

O
年
ほ
ど
前
、
イ
ザ
ヤ
・
ベ
ン

〆る
と
し
た
。
あ
ま
り
に
堂
々
と
し
た
業
績
な

の
で
、
そ
の
後
の
研
究
に
圧
倒
的
な
影
響
を

与
え
た
け
れ
ど
も
、
難
点
も
あ
る
。
但
徳
学

は
そ
の
後
、
明
治
維
新
の
際
に
、
何
の
役
割

も
果
た
さ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
決
定
的
な
役

割
を
果
た
し
た
の
は
、
山
本
七
平
氏
が
注
目

し
て
い
る
よ
う
に
、

崎
門
学
な
の
で
あ
る
。

丸
山
氏
も
ζ

の
点
を
気
に
し
て
、
岩
波
の
日

本
思
想
体
系
幻
巻
『
山
崎
間
斎
学
派
』
(
品

切
れ
)
の
解
説
で
解
明
を
試
み
て
い
る
が
、

ど
う
も
要
領
を
え
な
い
。

と
と
ろ
で
山
本
氏
、
丸
山
氏
に
共
通
し
て

い
る
の
は
、
軍
隊
の
経
験
を
日
本
社
会
の
考

察
の
原
点
に
据
え
て
い
る
と
と
だ
。
日
本
人

の
つ
く
る
組
織
、
と
り
わ
け
軍
隊
の
現
実
ほ

ど
、
西
欧
か
ら
移
入
し
た
社
会
科
学
の
無
力

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
場
所
は
な
い
。
元
独

立
工
兵
第
三
十
六
連
隊
一
等
兵
、
奥
崎
謙
三

氏
の
日
常
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画

『
ゆ
き
ゆ
き
て
神
軍
』
(
原
一
男
・
疾
走
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
編
著
『
ゆ
き
ゆ
き
て
神
掌
|

|
制
作
ノ

1
ト
+
採
録
シ
ナ
リ
オ
』
・
話
の

特
集
編
集
室
・
八
二
四
同
)
は
、
日
本
の
軍
隊

が
極
限
状
態
で
ど
と
ま
で
異
様
な
も
の
に
な

り
う
る
か
を
、
街
盤
的
に
描
き
出
し
た
。
ニ

ュ
l
ギ
ニ
ア
の
密
林
を
敗
走
す
る
部
隊
は
、

弱
い
者
か
ら
順
番
に
食
べ
て
ゆ
き
、
帰
還
し

た
兵
士
は
極
く
ひ
と
握
り
だ
っ
た
。
立
花
隆

『
日
本
共
産
党
の
研
究
』
(
全
3
巻
・
講
談

ネ
ー
ム
ら
し
い
。
だ
い
ぶ
経
っ
て
か
ら
、
浅

見
定
雄
『
に
せ
ユ
ダ
ヤ
人
と
日
本
人
』
(
朝

日
文
庫
・
四
五

O
同
)
と
い
う
本
が
出
て
、

ベ
ン
.
タ
サ
ン
の
本
が
ど
ん
な
に
出
鱈
目
か
を

暴
露
し
た
。
読
ん
で
み
る
と
論
旨
は
説
得
的

だ
し
、
ベ
ン
ダ
サ
ン
側
も
反
論
し
な
か
っ
た

か
ら
、
浅
見
氏
が
正
し
い
の
か
も
し
れ
な

い。

た
の
か
、
そ
の
起
源
を
山
崎
闇
斎
の
学
統

(
崎
門
学
)
に
求
め
た
『
現
人
神
の
創
作
者

た
ち
』
(
文
芸
春
秋
・
一
八
五
回
同
)
。
山
本

氏
の
強
み
は
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
神
学

特
有
の
ね
ば
り
つ
く
よ
う
な
人
間
洞
察
で
も

っ
て
、
日
本
人
の
無
自
覚
な
行
動
前
提
を
あ

ぶ
り
出
す
技
術
に
長
け
て
い
る
点
だ
。
小
室

直
樹
氏
と
の
対
談
『
日
本
教
の
社
会
学
』

(
講
談
社
・
絶
版
〉
も
粗
削
り
な
が
ら
、
日

本
の
組
織
神
学
を
格
築
し
よ
う
と
す
る
意
欲

と
い
う
わ
け
で
、
問
題
も
あ
る
の
だ
が
、

私
は
山
本
七
平
氏
の
仕
事
を
評
価
し
て
い

昭和天皇死去の報を知り，皇居前広場を湿め

つ〈す記憶者 (1989年)

社
文
庫
・
四
八

0
1五
四

O
同
)
は
、
日
本

人
の
つ
く
っ
た
組
織
(
党
)
の
、
別
念
意
味

で
の
極
限
状
態
を
再
現
し
て
い
る
。

日
本
人
は
な
ぜ
、
社
会
を
作
る
原
理
・
原

則
が
、
西
欧
世
界
の
人
び
と
と
異
な
る
の

か
?
と
の
点
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

ワ匂
ニZニ

，3， 

飛

世

紀

末

キ占

= 思

報

丸
山
真
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』

(
東
京
大
学
出
版
会
・
二
八
八
四
同
)
は
、
ウ

ェ
1
パ
1
の
仕
事
も
参
考
に
し
て
、
江
戸
儒

学
の
・
な
か
に
自
生
的
左
近
代
化
の
芽
を
見
つ

け
よ
う
と
し
た
野
心
的
な
試
み
で
あ
る
。
丸

山
氏
が
注
目
し
た
の
は
、
荻
生
但
僚
の
学
統

(
但
徳
学
)
だ
っ
た
。
そ
し
て
彼
の
政
治
思

想
に
、
近
代
社
会
に
不
可
欠
の
「
作
為
の
契

機
」
(
人
び
と
の
意
志
に
よ
っ
て
社
会
制
度

を
作
り
出
そ
う
と
い
う
姿
勢
)
が
認
め
ら
れ

K
・
V
-
ウ
ォ
ル
フ
レ
ン
『
日
本
/
権
力

構
造
の
謎
』
(
上
下
・
早
川
書
房
・
各
二
四

0
0同
)
は
、
日
本
の
社
会
実
態
を
〈
シ
ス

テ
ム
〉
と
呼
ぶ
。
西
欧
的
な
意
味
で
の
「
人

間
」
不
在
、
意
思
決
定
不
在
の
〈
シ
ス
テ
・

ム
〉
。
欲
望
や
世
界
観
ま
で
集
団
に
管
理
さ

れ
る
、
昆
虫
社
会
の
よ
う
な
不
気
味
な
感
触

を
表
す
言
葉
だ
。
そ
し
て
ζ

の
』
本
の
強
み

は
、
そ
れ
を
単
な
る
感
触
に
終
わ
ら
せ
な
い

で
、
徹
底
的
に
日
本
人
を
取
材
し
、
わ
れ
わ

れ
も
知
ら
な
か
っ
た
事
実
の
積
み
上
げ
に
よ

っ
て
論
証
し
て
い
る
ζ

と
で
あ
る
。

米
誌
の
分
析
に
接
し
て
思
‘
つ

自
己
客
観
化
の
不
足

私
は
、
ま
っ
た
く
ウ
ォ
ル
フ
レ
ン
氏
の
言

う
通
り
だ
と
思
う
。
と
の
本
は
、
外
国
人
が

手
軽
に
日
本
社
会
を
知
る
た
め
の
、
定
番
と

な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
、
日
本

を
奇
妙
で
異
様
な
社
会
と
見
る
、
そ
の
視
線

の
あ
り
方
で
あ
る
。
発
達
し
た
産
業
社
会
な

の
に
、
そ
し
て
技
術
水
準
も
高
い
の
に
、
政

治
や
経
済
の
運
営
の
仕
方
が
外
部
の
人
び
と

に
は
よ
く
分
か
ら
ず
、
自
分
た
ち
だ
け
の
殻

に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
。
日
本
が
「
特
殊
」

で
国
際
性
を
欠
い
た
、
問
題
の
多
い
社
会
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
、
と
れ
か
ら
ま
す
ま
す

海
外
の
人
び
と
に
共
有
さ
れ
て
い
く
だ
ろ

asahi journaI ブソクカ'作.!J125 



ー

ー

ー

ー

J 1/) 
う

/97! -6 

ウ
ォ
ル
フ
レ
ン
氏
は
、
戦
後
日
本
社
会
に

的
を
絞
っ
て
い
る
が
、
ほ
ぽ
同
じ
手
法
に
よ

っ
て
、
明
治

1
戦
前
期
の
日
本
を
丹
念
に
押

さ
え
た
本
と
し
て
は
、

J
-
G
・
ロ
パ

1
ツ

『
三
井
|
!
日
本
に
お
け
る
経
済
と
社
会
の

三
百
年
』
(
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
・
絶
版
)
が

あ
る
。
と
の
本
は
、
三
井
文
庫
そ
の
ほ
か
の

資
料
を
駆
使
し
て
、
戦
前
最
大
の
財
閥
の
動

き
に
焦
点
を
あ
て
、
近
代
日
本
の
財
界
・
政

界
・
軍
の
結
び
つ
き
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ

れ
て
行
っ
た
か
を
実
名
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
追
い

か
け
た
も
の
。
わ
ず
か
一
冊
の
書
物
で
あ
る

が
、
日
本
近
代
の
現
実
が
く
っ
き
り
と
浮
か

び
あ
が
っ
て
く
る
。
と
う
い
う
実
証
的
な
執

念
が
、
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
歴
史
家

に
欠
け
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

外
国
人
で
あ
る
こ
と
の
利
点
を
痛
切
に
感

じ
さ
せ
る
も
う
一
冊
は
、
フ
ォ

1
チ
ュ
ン
編

集
部
編
『
〔
大
日
本
帝
国
〕
の
研
究
』
(
徳
間

書
庖
・
品
切
れ
)
だ
。

と
れ
は
、
友
平
洋
戦
争
開
戦
か
ら
二
年
あ

ま
り
経
っ
た
一
九
四
四
年
四
月
、
早
く
も
日

本
の
敗
戦
を
見
越
し
て
、
戦
後
処
理
を
テ
ー

マ
に
し
た
雑
誌
の
特
集
号
の
翻
訳
で
あ
る
。

デ

1
タ
の
精
度
は
と
も
か
く
、
分
析
の
骨
格

が
が
っ
ち
り
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
時

の
日
本
人
に
思
い
も
つ
か
な
か
っ
た
、
そ
の

後
の
戦
局
の
推
移
ゃ
、
戦
後
日
本
の
復
興
プ

記
述
す
る
も
の
と
し
て
は
、
中
根
千
枝
『
タ

テ
社
会
の
人
間
関
係
』
(
講
談
社
現
代
新
書

・
五
四

O
同
)
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
人
特

有
の
心
性
を
分
析
す
る
も
の
と
し
て
は
、
土

居
館
郎
『
「
甘
え
」
の
情
造
』
(
弘
文
堂
・
九

一
O
同
)
が
あ
る
。

ど
ち
ら
も
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
り
、
日

本
を
解
説
す
る
古
典
と
し
て
の
地
位
を
占
め

た
も
の
。
け
れ
ど
も
、
今
日
か
ら
振
り
返
る

な
ら
、
日
本
を
「
問
題
」
と
捉
え
る
切
迫
感

が
欠
け
て
い
る
。
と
れ
か
ら
日
本
を
ど
う
動

か
す
か
が
問
わ
れ
る
と
き
、
ど
う
解
答
を
与

え
れ
ば
い
い
か
。

日
本
社
会
の
虚
焦
点
と
し
て
の
天
皇
制
を

息
長
く
追
い
つ
づ
け
て
い
る
の
は
吉
本
隆
明

氏
で
あ
る
。
氏
の
『
共
同
幻
想
論
』
(
角
川

文
庫
・
四
七

O
同
)
は
、
柳
田
国
男
、
折
口

信
夫
の
仕
事
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
天
皇
制
の

起
源
の
問
題
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
意
欲

回園調国
アメリカ個人主義のゆくえ

R.ベラー他
島誼進・中村圭志訳

アメリカはどこへ行こうとしてい
るのか? 本書は『アメリカの民

主主義』を著わしたトタヴィルの

ことばく心の習慣〉を鍵に、人々
が個人主義を鑓げながら結局混独
になり孤立していくのはなぜか、
そのライフスタイルを探る.自由
な諸昔話1jJj[の存続にかかわる、fJ.的

な生活と公共的生活の関係のあり

かたを問う衝窓の問題作.￥3914 ワ守
二工ニ

飛

13i 

紀

末

= 
思

幸日

j主

世

ラ
ン
が
、

と
れ
ほ
ど
早
い
段
目
附
で
見
市
に
子

配
、
軍
部
の
償
援
、
貧
困
な
長
村
、
硬
直
し

た
教
育
:
:
・。
と
れ
ら
を
、
太
平
洋
を
隔
て

測
で
き
て
い
る
。

天
皇
を
中
心
と
す
る
国
家
体
制
、
民
主
主

義
が
未
発
達
で
あ
る
と
と
、
財
問
の
経
済
支

て
冷

mk見
つ
め
、
分
析
す
る
視
紋
に
触
れ

ヲ
②
》
』
、

日
本
人
の
自
己
理
解
の
「
甘
さ
」
が

夜桜見物や宴会を楽しむ

人，人.人の上野公園

-Eアフター5の5問

訂作とは~f，nの能力だ
荻野アンナ1τ京

r.!:{J:って何Ie.ろう。森

田健作のような特殊な例

は矧!として， ~mに目尻

の小ジワは似合わない.

と思うで?し I う? とζ

ろがどっ Eい， -た際fC日

尻に小ジワの似合う年になってくると j'1fi;

l"i年約の問題ではない，というととがわか

ってくる。 j'11i:とは一切の能力だ。

f占ち込む能力。と Eとんまでfoちる乙と

の出来る m~11的な体力。乙れが無ければ岩

くして心はlI:老院で日向|ぎつ Eとなる。で

はt ~到に目覚めたととを呪い， ，巴をするの

も辛<， 111力が自分の頭の上だけ2*にな

っているのではないかと疑1(>，夜の孤独に

ナメクジのようにいじける訟はもしかして

首位っmi:り?ーーと苦笑しているあな

た。読む念ら下手に中途半端にユカイにな

るものよりは.背;{jのw皮を~くしてくれ

るような手どわい奴はどうでしょう。
裕之ら

元気の索I亡坂口安否『風と光とニ十の私

と.1(J，耳目支社文庫・ 800同)。隠さもと Eま

でくるとドンデンが来て，いっそ明るいつ

11義;{Jrゲンセンカン主人J(双葉社・ 830

同)。夢もチポーもない現実をクーんに描

ききってなぜかホァトな『ラザリーリョ・

デ・トルメスの生涯J(岩波文jj]I・ 260同)。

メゲて自主{利I~の午後はil{Ë野主主疫の講義を

尽き 『文学部唯野教授.1(筒弁成隆・岩波

苫官・ 1300同)，タベに77イパンを盗る

気力も無ければ『セイシュンの食卓』シH

ーズ(全5冊・たけだみり ζ と東京プ日 夕

ニアン・メディア 7 ァクト 9-・900-906

同)の大胆手技き料理でリキをつける。 E

れで明日も目一杯 rW:{Fjできますねっ/

(おぎのあんな)

k
f

。最
初
の
発
表
は
六

0
年
代
の
半
ば
で
、
衝

撃
を
も
っ
て
受
け
取
ら
れ
た
。
白
木
民
俗
学

の
成
果
を
、
現
代
社
会
の
あ
り
方
と
ど
う
結

び
つ
け
て
い
く
か
は
、
手
付
か
ず
の
謀
阻
で

あ
る
。

の
関
係
を
考
え
て
み
た
も
の
と
し
て
、
私
の

『
冒
険
と
し
て
の
社
会
科
学
』
(
毎
日
新
聞

社
・
二
ニ

O
O同
)
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
読

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。

日
本
に
つ
い
て
論
じ
た
本
は
、
山
ほ
ど
あ

る
わ
け
だ
が
、
記
述
を
ど
と
ま
で
普
遍
化
で

き
て
い
る
か
が
問
題
だ
。
論
理
も
な
く
観
察

限
も
な
く
、
た
だ
現
象
を
撫
で
た
だ
け
の
日

日
本
社
会
の
伝
統
を
象
徴
す
る
天
皇
と
、

戦
後
民
主
主
義
の
拠
り
所
で
あ
る
芯
法
。
そ

、. 

医霊留置箇困
ローマと古代世界の都市の形の人間学

J.リクワート
前川道郎・小野育法訳

高層住宅、緑地、図包館、網の自
の交通空間.住宅と余患と労働と
交通の!!l!徒連交から成る現代郡市

は、果たして人間のt1Iみ家といえ

るのか? 著名な建第史家主:、古
代ローマを舶に、家ー都市ー宇宙

をl'i<コスモロジーに人間の場を
さぐり、くまち〉のイデアを読む.
都市の表府から深別に切り込んだ

挑発的な1m市治=神話論.￥700~

E-謹直週
ロラン・パ)~ト

写真 A.マルタン花鎗光訳

エッ 7:)レv.;を天と地を結ぶ僑と

みごとに定義L内意味生成を無限

に行なう空金な記号(象徴〉とす
ることによって、パJレトはこのモ

ニsメンタルなu!造物の記号論を

創始した.本3はこの画w1的なテ
タストに加えてナダールtr..".)レタ
ンの傑作写真55，':?，を収め、鉄の時
代の幕開けを告知する近代的オプ

ジ孟の全体をeil示する. ￥5974 

情
け
・
な
く
な
っ
て
く
る
。
自
分
を
客
観
化
す
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る
と
と
が
と
う
も
下
手
な
ら
、
再
び
日
本
が

世
界
の
問
題
児
に
な
る
の
は
、
理
の
当
然
と

ブックカ'イド!1I asahi journal 

を
見
鍛
え
る
ア乙
メ 0コ
リ視
カ *fK
の は
視、

紋現
で‘在
もの
あイ
るラ
。ク

言
え
よ
う
。

日
本
も
、
か
つ
て
の
イ
ラ
ク
と
問
機
、
狂
気

じ
み
た
支
配
者
に
埠
か
れ
た
民
衆
が
、
無
謀

な
排
外
主
義
に
結
集
し
た
の
だ
。
戦
後
半
世

紀
が
経
っ
た
が
、
そ
の
視
線
は
忘
れ
ら
れ
て

い
な
い
。
日
本
人
が
そ
の
過
去
を
忘
れ
た
だ

け
だ
。

倫
理
も
な
い
観
察
眼
も
な
い

日
本
論
だ
け
が
多
す
ぎ
る

中
谷
巌
『
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ロ
ブ
レ
ム
の
原

点
』
(
詩
談
社
現
代
新
書
・
五
五

O
同
)
は
、

日
本
人
が
自
ら
の
手
で
、

日
本
社
会
の
実
態

を
問
題
と
し
て
別
り
出
し
た
好
書
。
と
れ

は
、
将
来
の
本
格
的
な
理
論
編
に
備
え
て
、

ひ
と
わ
た
り
現
象
を
記
述
し
て
み
た
だ
け
の

「
原
点
」
，
だ
と
い
う
が
、

ζ

と
で
の
指
摘
に

私
は
賛
成
す
る
。
八

0
年
代
に
、
京
都
学
派

の
人
び
と
を
中
心
に
、
日
本
社
会
の
優
先
を

唱
え
る
論
調
が
あ
っ
た
が
、
私
に
は
と
て
も

賛
成
で
き
な
か
っ
た
。
湾
岸
戦
争
で
の
ど
た

ば
た
ぶ
り
に
、
世
界
中
が
そ
の
思
い
を
深
く

し
た
に
違
い
な
い
。

日
本
の
社
会
構
造
を
、

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

本
弘
前
が
多
す
ぎ
る
。
そ
う
い
う
も
の
は
読
み

捨
て
よ
う
。

願
わ
く
は
、

会
C

、

日
本
の
制
度
改
革
に
結
び
つ

目
本
人
の
心
性
(
行
動
パ
タ
ー
ン
)
を

改
め
る
ζ

と
の
で
き
る
よ
う
な
、
倫
理
性
の

高
い
日
本
社
会
論
の
登
場
を
待
ち
望
み
た

い。

(
は
し
づ
め

だ
い
さ
.
ふ
ろ
う
)

駒闘菌室季謂
コレクション湾口修造 1(第2回〉

ポッス、グリ~-..t-ウァ JレI ト虫、ら

クレー、デュシャンに至る異色の

作家群を鈴じた:i'.:!.S的2控訴をはじ
め、批評突設における転訟を刻印

する1958年のヨーロッパ紀行〈プ
ルトンとの対話やグェニス・ビエ
ンナーレの悲哀等〉を収録.さら

に「自筆年諮」を中心に自らの軌
跡を辿り、詩人=批評家の内突を

開示するエフセーを併収.￥597~

みすず書房

asahi journal プソクガイド'!1I

東京文京本郷
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i I，r-
N
H
K
労
辿
、
全
国
ガ
ス
、
全
印
刷
が
磯
村

氏
支
持
を
安
明
。
だ
が
、
自
治
労
、
私
鉄
総

連
な
ど
旧
総
評
系
の
多
く
が
社
会
党
陣
営
に

と
ど
ま
り
、
山
岸
氏
の
言
動
に
は
当
然
-
な
が

ら
「
裏
切
り
行
為
だ
」
と
の
批
判
も
出
た
。

そ
ん
な
山
岸
氏
だ
が
、
戦
い
が
終
わ
っ
た

今
、
連
合
の
中
で
追
及
す
る
声
は
、
と
ん
と

聞
か
れ
な
い
。
そ
れ
ど
と
ろ
か
、
三
月
末
に

は
、
旧
総
評
系
労
組
の
全
委
員
長
が
集
ま
っ

て
「
山
岸
氏
を
励
ま
す
会
」
を
聞
い
た
。
そ

の
席
上
、
選
挙
後
に
し
と
り
を
残
さ
な
い
ζ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
な
ぜ
乙
う
な
っ
た
の

か
。
迎
合
幹
部
は
、
と
ん
な
解
説
を
す
る
。

「
社
公
民
連
四
党
が
統

一
候
補
を
立
て
ら
れ

ず
、
連
合
は
各
労
組
の
自
主
対
応
を
決
め

た
。
だ
か
ら
、
連
合
自
体
は
選
挙
に
関
係
な

自
民
・
公
明
・
民
社
三
党
推
薦
の
磯
村
候

補
が
惨
敗
し
た
。
と
の
責
任
問
題
は
、
ど
う

決
着
す
る
の
が
正
し
い
の
か
。

原
則
論
か
ら
い
う
と
、
政
権
政
党
は
国
会

を
基
盤
に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
地
方
選
挙

の
結
果
に
責
任
を
と
る
必
要
は
な
い
。

け
れ
ど
も
、
今
度
の
綴
村
候
補
擁
立
は
、

自
公
民
路
線
を
進
め
ざ
る
を
え
な
い
自
民
党

中
央
の
都
合
に
よ
る
も
の
で
、
都
政
の
論
理

と
無
縁
だ
。
そ
の
強
引
さ
が
、
都
民
に
拒
否

さ
れ
た
こ
と
の
責
任
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

磯
村
氏
擁
立
の
カ
ギ
に
な
っ
た
の
は
、
小

沢
幹
事
長
の
決
断
と
恩
わ
れ
る
。

衆
参
ね
じ
れ
国
会
の
も
と
で
は
、
自
公
民

路
線
(
特
に
公
明
党
と
の
協
力
)
が
唯
一
、
現

実
的
な
選
択
だ
。
と
れ
な
し
に
は
、
湾
岸
戦

争
で
の
対
米
公
約
も
果
た
せ
な
い
。
公
明
党

の
意
向
で
小
沢
氏
が
、
落
選
を
い
と
わ
ず
、
あ

ぃ
。
そ
れ
に
鈴
木
都
知
事
の
優
勢
が
伝
え
ら

れ
、
み
ん
な
、
や
る
気
が
-
な
か
っ
た
。
政
治

的
カ
ン
の
鋭
い
山
岸
氏
が
、
選
挙
の
存
方
や

一
部
労
組
の
不
満
を
見
越
し
、
早
々
と
選
挙

か
ら
身
を
引
い
た
ん
だ
」

か
く
し
て
山
岸
氏
は
、
各
党
の
ご
た
ご
た

に
高
み
の
見
物
を
決
め
込
ん
で
い
る
。

朝
日
新
聞
政
治
部
・
青
木
康
晋

回"
‘' 

え
て
磯
村
氏
擁
立
を
決
断
し
た
の
な
ら
、
そ

れ
は
そ
れ
で
是
と
で
き
る
。
問
題
は
、
と
の

判
断
が
適
切
だ
っ
た
か
、
と
の
問
、
海
部
首

相
は
何
を
し
て
い
た
の
か
、
で
あ
ろ
う
。

あ
い
ま
い
な
責
任
所
在

政
局
運
営
の
焦
点
が
首
相
に
な
く
、
幹
事

長
に
あ
る
と
と
が
、
そ
も
そ
も
異
常
で
あ

る
。
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
で
退
陣
し
た
竹
下
首

相
は
最
大
派
閥
の
領
袖
と
し
て
、
首
相
を
ロ

ボ
ッ
ト
の
よ
う
に
採
る
と
と
の
で
き
る
影
響

力
を
残
し
た
い
と
思
っ
た
。
そ
と
で
選
ん
だ

の
が
、
同
じ
く
リ
ク
ル
ー
ト
の
波
を
被
っ
た

派
閥
の

9
1ダ
ー
で
な
く
、
適
当
に
無
能
な

小
粒
の
政
治
家
た
ち
だ
っ
た
。
と
れ
が
、
責

任
の
所
在
の
さ
っ
ぽ
り
わ
か
ら
な
い
、
現
在

の
異
常
政
局
を
生
ん
で
い
る
。

も
と
も
と
自
民
党
政
治
に
は
、
と
の
種
の

分
か
り
に
く
さ
が
つ
き
も
の
だ
。
中
選
挙
区

制
の
た
め
、
自
民
党
は
必
然
的
に
派
閥
の
寄

り
合
い
所
帯
と
な
る
。
最
大
派
閥
の
リ
ー
ダ

ー
と
い
え
ど
も
、
他
派
と
妥
協
や
謹
歩
を
重

ね
な
け
れ
ば
、
首
相
の
座
に
座
り
続
け
る
と

と
は
で
き
な
い
。

そ
ん
な
自
民
党
で
は
、
な
に
か
の
事
情
で

最
大
派
閥
か
ら
首
相
が
出
な
け
れ
ば
、
た
ち

ま
ち
首
相
を
操
る
政
界
の
陰
の
実
力
者
が
現

れ
て
し
ま
う
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
以
後
の
田

中
角
栄
氏
が
そ
う
だ
つ
た
し
、
字
野
|
海
部

政
権
の
竹
下
氏
が
そ
う
で
あ
る
。
と
う
い
う

体
制
が
、
国
民
に
対
し
て
資
任
を
も
っ
民
主

主
義
の
原
則
と
相
入
れ
な
い
の
は
、
い
う
ま

で
も
な
い
。

日
本
の
政
治
は
伝
統
的
に
か
制
度
外
の
権

力
H

を
容
認
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
現
に
働
い

て
い
る
権
力
が
、
歯
止
め
な
く
制
度
に
転
化

す
る
。
院
政
や
幕
府
政
治
が
そ
う
で
あ
る
。

西
欧
世
界
に
も
「
黒
幕
」
は
い
る
。
け
れ

ど
も
彼
ら
は
、
決
し
て
公
の
湯
に
現
れ
な

い
。
正
統
な
権
限
の
な
い
場
所
で
、
意
思
決

定
が
な
さ
れ
た
ら
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な
の
だ
。

派
閥
が
な
か
ば
制
度
化
し
、
各
派
「
事
務
総

長
会
議
」
ま
で
定
例
化
し
て
い
る
日
本
は
、

商
欧
の
自
に
は
異
様
に
映
る
。

都
知
事
選
で
、
保
守
・
自
民
党
は
圧
勝
し

た
。
鈴
木
、
臨
時
村
両
候
補
の
得
票
は
、
保
守

二
党
体
制
な
ら
国
民
の
信
頼
を
つ
な
ぎ
と
め

ら
れ
る
と
と
を
証
明
し
た
と
も
い
え
る
。
そ

し
て
保
守
二
党
体
制
と
そ
、
幹
事
長
と
し
て

の
小
沢
氏
が
い
ま
考
え
て
い
る
と
と
だ
ろ

P
「
J

。
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鰐
造
協
議
な
ど
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
が

い
ま
日
本
に
最
も
求
め
て
い
る
の
は
、
政
治

改
革
だ
。
そ
し
て
そ
れ
を
、
い
ち
ば
ん
熱
心

に
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
小
沢
氏
で
あ

る
。
彼
ら
二
世
議
員
世
代
は
、
伝
統
的
な
集

票
組
織
を
ひ
き
つ
い
で
、
そ
の
矛
盾
を
知
り

つ
く
し
て
い
る
。
海
部
首
相
で
な
く
小
沢
一

郎
氏
が
、
今
後
の
政
局
で
ア
メ
リ
ノ
カ
と
手
を

携
え
る
芽
が
ζ

こ
に
あ
る
。

地
方
自
治
を
踏
み
に
じ
ら
れ
た
と
い
う
都

民
の
憤
慨
を
考
え
れ
ば
、
小
沢
氏
の
引
責
は

や
む
を
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
長
期

的
に
み
れ
ば
、
小
沢
氏
の
選
択
が
誤
っ
て
い

た
と
は
い
え
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

正
村
公
宏

4
こ
う
ぞ
う
し
ゅ
ぎ

構
造
主
義
A

近
代
言
語
学
や
現
代
数
学
を
モ
デ
ル

に
、
人
間
の
精
神
の
隠
れ
た
秩
序
を

あ
き
ら
か
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
思

想
運
動
を
常
造
主
義
と
い
う
。

フ
ラ
ン
ス
情
造
主
義
の
本
格
的
な
影

響
が
わ
が
国
に
お
よ
ん
だ
の
は
、

一

九
六

0
年
代
の
後
半
か
ら
だ
っ
た
。

と
き
え
だ

ソ
シ

ユ
|
ル
の
思
想
は
戦
前
、
時
枝

誠
記
に
よ
っ
て
い
ち
は
や
く
紹
介
さ

れ
、
時
枝
「
言
語
過
程
説
」
と
し
て
言

語
学
界
に
新
風
を
吹
き
こ
ん
だ
。
そ

れ
が
三
浦
つ
と
む
の
よ
う
な
教
条
に

と
ら
わ
れ
な
い
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に

よ
っ
て
、
戦
後
独
自
の
記
号
学
に
展

開
さ
れ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
ニ

ー
し
ら
と
だ
か
あ
空

の
問
題
意
識
は
、
吉
本
隆
明
の
ヨ
ロ

語
に
と
っ
て
美
と
は
何
か
』
に
も
う

け
つ
が
れ
た
。
こ
の
流
れ
を
わ
が
国

の
内
発
的
な
構
造
主
義
運
動
と
み
る

こ
と
も
で
き
る
。

一
方
、
レ
ピ
ー
ス
ト
ロ
ー
ス
の
構
造

人
類
学
も
、
五

0
年
代
か
ら
注
目
をた

集
め
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
大
林
太

良
の
論
文
『
オ
ナ
リ
神
を
め
ぐ
る
類

(1991年3月1日発行)三省堂「戦後史大事典』

化
と
叫
月
比
』
な
ど
は
.
き
わ
め
て
は

や
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
.
こ
れ
は

吉
本
隆
明
の
『
共
同
幻
想
論
』
や
『
南

島
論
』
に
も
影
響
し
た
。
英
米
系
の

機
能
主
義
が
主
流
だ
っ
た
人
類
学
界

に
あ
っ
て
、
山
口
昌
男
の
『
道
化
の

民
俗
学
』
『
人
類
学
的
思
考
』
な
ど
は
、

象
徴
体
系
を
構
造
主
義
的
な
技
法

(
中
心
/
周
縁
図
式
な
ど
〉
に
よ
っ
て

考
察
す
る
、
先
駆
的
業
績
と
し
て
評

価
が
高
い
。

六

0
年
代
の
末
ご
ろ
か
ら
、
権
造
主

義
の
紹
介
が
に
わ
か
に
増
加
し
、
最

初
は
お
も
に
、
伊
東
守
男
、
田
島
節

夫
ら
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
思
想
の
研

究
者
に
よ
っ
て
、
レ
ピ
i

ス
ト
ロ
ー

ス、

E
・
リ

l
チ、

R
・
ヤ
コ
ブ
ソ

ン
ら
の
小
論
文
や
紹
介
記
事
が
翻

訳
・
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
あ
と
、
北

沢
方
邦
の
『
構
造
主
義
』
、
中
村
雄
二

郎
の
『
知
の
変
貌
』
の
よ
う
な
、
も
う

す
こ
し
本
格
的
な
業
績
も
出
は
じ
め

る
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
丸

山
圭
三
郊
の
『
ソ
シ
ュ

i
ル
の
思
想
』

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
構
造
主
義
の
最

大
の
源
泉
で
あ
る
ソ
シ
ユ
|
ル
の
記

号
論
を
、
原
資
料
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
綿
密
に
校
訂
・
再
構
成
し
た
第

一
級
の
業
績
で
、
わ
が
国
の
梼
造
主

義
理
解
の
水
準
を
一
挙
に
高
め
た
、

記
念
碑
的
な
労
作
で
あ
る
。
丸
山
は
、

こ
の
仕
事
を
踏
ま
え
て
.
さ
ら
に
鯵

自
の
記
号
・
文
化
閣
は
論
を
発
展
さ
せ

ず、い
4
9
.

七

0
年
代
の
後
半
以
降
、
情
造
主
義

は
、
ほ
ぽ
わ
が
国
思
想
界
の
理
解
す

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
が
、
フ

l
コ

l
、
ラ
カ
ン
、
デ
リ
ダ
、
ド
ゥ
ル
ー

ズ
、
ク
リ
ス
テ
パ
と
い
っ
た
、
権
造

主
義
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
ぞ
れ
を
批

判
し
乗
り
こ
え
よ
う
と
す
る
仕
事
が

よ
う
や
く
さ
か
ん
に
紹
介
さ
れ
は
じ

め
る
と
、
人
々
の
関
心
も
構
造
主
義

よ
り
は
、
そ
れ
以
降
の
展
開
へ
と
移

っ
て
い
っ
た
。
と
〈
に
、
思
想
、
歴

史
、
留
学
に
対
し
て
は
、
フ
ー
コ
ー

の
『
言
葉
と
物
』
『
臨
床
医
学
の
誕

生
』
『
監
獄
の
誕
生
』
『
性
の
歴
史
』
、

デ
リ
ダ
の
『
声
の
現
象
学
』

『
グ
ラ
マ

ト
ロ
ジ

1
』
な
ど
が
、
大
き
な
影
響

力
を
も
っ
た
。

構
造
主
義
と
の
決
別
が
強
烈
に
意
識

あ
き
ら

さ
れ
た
の
は
、
浅
白
彰
の
『
構
造
と

カ
』が
出
版
さ
れ
た
八

0
年
代
の
前

半
で
あ
る
。
こ
の
奮
は
、
構
造
主
義

批
判
の
紹
介
書
と
し
て
画
期
的
な
影

響
力
を
も
ち
、
中
沢
新
一
ら
ポ
ス
ト

構
造
主
義
と
称
せ
ら
れ
る
、
新
し
い

世
代
の
一
群
の
人
々
の
台
頭
を
う
な

が
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
構
造
主
義
の
方
法
を

現
実
分
析
に
生
か
す
試
み
も
つ
づ
け

ら
れ

τい
る
J

ぎた

子
の
『
園
間
違
主
a
R
の
同
日
凶
m
b内

T
.

と
り

わ
け
『
記
紀
の
神
話
学
』
は
、
古
代
王

権
の
存
立
後
制
の
分
析
と
し
て
す
ぐ

れ
て
い
る
。
人
類
学
界
で
は
構
造
主

義
の
潮
流
も
し
だ
い
に
優
勢
と
な
り
、

未
聞
社
会
の
交
換
の
あ
り
方
や
、
神

話
、
象
徴
の
研
究
に
み
る
べ
き
成
果

を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

法
学
、
社
会
学
、
生
物
学
な
ど
に
、

構
造
主
義
の
直
接
・
間
接
の
影
響
を

受
け
た
多
様
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら

れ
て
い
る
。
世
偽
造
主
義
は
明
確
な
分

析
手
法
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
欠
く
ポ
ス
ト
構
造
主
義
に
か
え
が

た
い
も
の
が
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
構
造
主
義
は
わ
が
国

で
マ
ル
ク
ス
主
義
の
退
潮
と
交
代
す

る
よ
う
に
し
て
影
響
力
を
強
め
、
思

想
界
の
一
角
に
地
歩
を
き
ず
い
て
き

た
。
し
か
し
、
わ
が
国
独
自
の
展
開

が
ど
こ
ま
で
試
み
ら
れ
た
か
と
な
る

と
、
か
な
ら
ず
し
も
十
分
と
い
え
な

い
。
今
後
に
多
く
の
課
題
を
残
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
。
ポ
ス
ト
・

モ

ダ

ン

橋

爪

大

三

邸

周
鼻
高
ピ
ア
ジ
エ
『
構
造
主
義
』
滝
沢
武
久
・

佐
q
木
明
訳
〈文
庫
ク
セ
ジ
ュ
v
白
水
社
一

九
七
O
、
情
爪
大
三
郎
『
は
じ
め
て
の
梅
造

主
義
』
〈講
談
社
現
代
新
宮
こ
九
八
八
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「日本宗教総覧』第36巻第20号・

/111-

.r//~ I・
大
川
隆
法
の

「
幸
福
の
科
学
」
が
、
腕
く

問
に
百
万
を
超
え
る
信
者
を
獲
得
し
、

オ

ム
真
理
教
も
依
然
と
し
て
世
間
の
関
心
を
集

め
て
い
る
。

と
の
よ
う
に
宗
教
が
、
多
く
の

若
者
の
心
を
捉
え
て
い
る
い
っ
ぽ
う
、
ま
っ

た
く
関
心
が
な
い
と
い
う
顔
を
し
て
い
る
人

び
と
も
大
勢
い
る
。

日
本
人
は
い
っ
た
い
、

宗
教
性
に
富
ん
で
い
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、

根
っ
か
ら
宗
教
疋
無
関
心
な
の
だ
ろ
う
か
?

日
本
人
は
、
宗
教
を
信
じ
や
す
い
と
も
言

え
る
し
、

ち
っ
と
も
信
じ
よ
う
と
し
な
い
と

一
見
正
反
対
の
傾
向
が
あ
る
わ

も
言
え
る
。

実
は
両
者
は
、

同
じ
根
か
ら
発
し

け
だ
が
、

た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
と
と
を
理
解
す
る
に

は
、
宗
教
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
お
さ
ら

い
し
て
み
る
と
よ
い
。

私
の
定
義
に
よ
る
と
、
宗
教
と
は
、
「
人

間
を
超
越
す
る
な
に
も
の
か
」
の
存
在
を
、

人
び
と
が
共
通
に
前
提
し
て
ふ
る
ま
う
と
と

で
あ
る
。
人
び
と
の
共
有
す
る
前
提
が
、
社

会
生
活
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
規
別
で
あ
る

場
合
、
そ
れ
は
法
律
だ
し
、
自
然
界
を
支
配

信
じ
な
い
で
す
む
は
ず
だ
と
思
っ
て
い
る
。

自
分
は
何
も
信
じ
て
い
な
い
と
考
え
、
無
宗

教
で
あ
る
と
と
を
誇
り
に
す
る
人
び
と
が
多

い
。
そ
の
た
め
、
日
本
人
は
、
一
見
す
る
と

き
わ
め
て
現
実
主
義
的
で
あ
る
か
の
よ
う
な

印
象
を
与
え
る
。

け
れ
ど
も
、
日
本
人
の
考
え
方
は
、
現
実

主
義
に
し
て
は
中
途
半
端
で
、
本
物
で
は
な

い
。
本
当
の
現
実
主
義
は
、
徹
底
し
て
あ
り

の
ま
ま
の
現
実
を
見
す
え
、
ど
う
い
う
他
者

が
何
を
考
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
冷
静
で

客
観
的
な
像
を
作
り
上
げ
る
も
の
だ
。
し
か

し
、
日
本
人
は
一
般
に
、
そ
と
ま
で
透
徹
し

た
世
界
像
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
い
う
動
機

に
乏
し
い
。
や
は
り
そ
れ
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
教

・

や
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
な
、
絶
対
の
神
の
存

在
が
必
要
な
の
だ
。
神
の
視
線
に
晒
さ
れ
る

か
ら
こ
そ
、
客
観
的
左
事
実
が
浮
き
彫
り
に

な
り
、
自
分
や
他
者
た
ち
(
人
間
)
の
誤
り

(
主
観
性
)
を
指
摘
す
る
と
と
も
で
き
る
。

神
の
存
在
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
社
会
の
・
な
か
に
、
誰
の
利
害
や
思
惑
か

rE
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す
る
法
則
な
ら
、

そ
れ
は
科
学
だ
。

そ

し

42 

ゆ

(東京工業大学助教授)

て
、
前
提
す
る
の
が
人
間
の
霊
魂
や
神
や
死

後
の
世
界
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
宗
教
だ
と
言

である聞は、

宗教は だ

橋爪大三郎

え
る
。日

本
人
は
ず
っ
と
、
宗
教
は
「
死
後
の
世

界
」
を
扱
う
も
の
だ

t
思
い
と
ん
で
き
た
。

と
れ
は
、
江
戸
幕
府
の
政
策
に
よ
っ
て
、
仏

教
が
す
っ
か
り
骨
抜
き
に
さ
れ
、
葬
式
仏
教

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
と
の
結
果
で
あ
る
。

死
後
の
こ
と
に
し
か
タ
ッ
チ
し
・
な
け
れ
ば
、

宗
教
と
、
人
び
と
の
現
に
生
き
る
現
実
社
会

と
の
関
わ
り
は
断
ち
切
ら
れ
る
。
こ
う
し

て
、
宗
教
と
現
実
社
会
と
が
切
り
離
さ
れ
た

か
ら
と
そ
、
宗
教
を
軽
く
み
る
と
い
う
、
日

本
人
に
独
特
の
傾
向
が
生
ま
れ
て
い
る
の

だ。
官
僚
も
、

政
治
家
も
、
知
識
人
も
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
も
、
責
任
あ
る
立
場
に
あ
る
日
本

人
は
、
だ
い
た
い
に
お
い
て
、
本
気
で
宗
教
に

関
わ
る
な
ど
、
精
神
的
に
未
成
熟
な
人
間
の

す
る
と
と
だ
と
、
ど
と
か
で
考
え
て
い
る
。

世
の
中
を
十
分
に
理
解
す
れ
ば
、
宗
教
な
ど

一

「宗教」

、.

「宗教」である聞は、宗教はだめ

ぷぬふ

01

0
i
.

‘.
4
4
J
a
-
-
l

，a・

も

J
1司
叶Jh
h
1ぺ

ず
い
J
:
-
a
つ
い
守
パ
号
、γ
援
護
也
管
奇
話

3
3品J

 

諮問
つ

提
(
宗
教
)
を
成
り
立
た
せ
る
の
は
当
然
.
む

ず
か
し
く
な
る
。

‘

日
本
で
は
、
毎
年
か
ず
か
ず
の
新
興
宗
教

4

が
生
ま
れ
る
け
れ
ど
も
、
日
本
社
会
を
根
底

か
ら
作
り
変
え
る
ほ
ど
の
パ
ワ
ー
を
発
揮
す

る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ど
れ

も
、
と
れ
ま
で
日
本
人
が
考
え
て
き
た
宗
教

-

の
枠
の
な
か
に
収
ま
っ
て
い
て
、
政
治
や
経

済
、
法
秩
序
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン

を
持
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
人
び
と
の

行
動
前
提
全
体
を
、
組
み
換
え
る
ま
で
の
射

程
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
宗
教
は
い

く
ら
出
て
き
て
も
、
現
実
社
会
に
タ
ッ
チ
し

な
い
と
い
う
と
れ
ま
で
の

H

棲
分
け
H

を、

踏
み
越
え
る
も
の
で
は
な
い
。

か
く
し
て
新
興
宗
教
は
、
よ
く
て
も
概
ね

国
民
の
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
足
ら
ず
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
と
と
ろ
で
、
頭
打
ち
に
な
る
。
既
=

成
宗
教
教
団
の
反
援
や
、
宗
教
を
軽
視
す
る
‘
=

社
会
の
壁
に
阻
ま
れ
て
、
た
だ
の
「
宗
教
」
=

に

終

わ

っ

て

し

ま

う

の

で

あ

る

。

=
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ら
も
独
立
し
た
情
報
の
秩
序
を
打
ち
立
て
よ

う
と
す
る
技
術
で
あ
る
。
政
治
合
経
済
も
法

律
も
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文
明
の
生
み
出
し
た
近
代
的
な
制
度
は
み

な
、
そ
う
し
た
技
術
を
下
敷
き
に
成
り
立
っ

て
い
る
の
だ
。

い
っ
ぽ
う
日
本
の
社
会
は
、
も
っ
と
別
の

技
術
で
動
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
が

目
一
杯
K
自
己
の
利
害
を
守
り
抜
と
う
と
す

る
、
局
部
的
(
ロ
ー
カ
ル
)
在
技
術
の
寄
せ

集
め
だ
。
ど
の
集
団
も
、
既
得
権
を
守
り
、

集
団
の
存
続
を
は
か
る
と
と
し
か
考
え
て
い

な
い
。
そ
う
し
た
利
己
的
な
行
動
を
と
っ
て

い
る
と
、
社
会
が
全
体
と
し
て
ど
う
い
う
と

と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
ま
っ
た
く
思
い

及
ば
な
い
。

日
本
人
の
場
合
、
宗
教
に
対
す
る
関
心
が

薄
い
よ
う
に
み
え
る
の
は
、
自
分
の
属
す
る

集
団
の
ほ
う
を
宗
教
よ
り
も
重
視
せ
ざ
る
を

え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
社
会
は
、
い
ろ
い
ろ

な
集
団
か
ら
な
っ
て
い
る
。
設
も
が
自
分
の

属
す
る
集
団
を
重
視
す
る
な
ら
、
そ
う
し
た
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五
十
嵐
氏
殺
害
事
件
に
怒
る

橋

爪

大

三

郎

ー・-停回
.‘ 

筑
波
大
学
の
五
十
嵐
一
(
ひ
と
し
)
助
教
授
が
殺
害
さ
れ
た
。

犯
人
の
手
が
か
り
は
、
ま
っ
た
く
つ
か
め
て
い
な
い
。

報
道
か
ら
判
断
す
る
と
、
プ
ロ
の
仕
業
だ
と
思
わ
れ
る
。
夜
間
の

犯
行
が
い
か
に
も
手
慣
れ
て
お
り
、
近
留
品
も
な
い
。
事
前
に
準
備

を
重
ね
、
目
撃
者
の
少
な
い
時
間
帯
を
選
ん
で
、
犯
行
に
及
ん
だ
の

で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
最
近
イ
タ
リ
ア
で
、
同
様
の
手
口
の
事
件
が
あ
っ
た
。

被
害
に
あ
っ
た
の
は
、
や
は
り
『
悪
魔
の
詩
』
を
翻
訳
し
た
エ
ッ
ト

l
レ
・
カ
プ
リ
オ

l
口
氏
。
幸
い
命
は
助
か
っ
た
。
五
十
嵐
氏
も
こ

の
報
に
、
身
辺
の
警
戒
を
強
め
て
い
れ
ば
と
悔
や
ま
れ
る
。

『
悪
魔
の
詩
』
出
版
が
ホ
メ
イ
ニ
師
の
怒
り
に
触
れ
、
著
者
サ
ル
マ

ン
・
ラ
シ
ユ
デ
ィ
氏
に
死
刑
の
宣
告
が
下
さ
れ
て
か
ら
、
同
氏
は
ロ

ン
ド
ン
の
隠
れ
家
で
、
厳
重
な
警
護
の
も
と
に
生
活
し
て
い
る
。
ホ

メ
イ
ニ
師
の
没
後
も
、
死
刑
宣
告
が
依
然
有
効
で
あ
る
と
い
い
、
暗

殺
団
が
送
り
こ
ま
れ
た
と
の
噂
も
あ
る
。

れ
と
類
似
の
翻
訳
を
引
き
受
け
る
人
間
は
い
な
く
な
る
だ
ろ
う
し
、

『
悪
魔
の
詩
』
を
擁
護
す
る
見
解
を
雑
誌
に
発
表
す
る
こ
と
さ
え
は

ば
か
ら
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
確
実
に
そ
の
分
、
日
本
語
の
知
的
空

間
は
歪
ま
ざ
る
を
え
な
い
。

*
 

こ
う
し
た
意
図
を
く
じ
く
に
は
、
こ
の
事
件
に
も
め
げ
ず
、
日
本

の
知
的
な
言
論
の
空
間
を
歪
め
な
い
こ
と
、
こ
れ
し
か
な
い
c

日
本

語
を
話
し
、
日
本
語
で
も
の
を
考
え
る
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
が
挑
戦
を

受
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
対
し
て
怒
る
と
同
時
に
、
適
切
な

す
べ
て
の
手
を
打
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
『
悪
魔
の
詩
』

に
反
対
す
る
側
の
人
び
と
の
発
言
を
含
め
、
す
べ
て
の
人
び
と
に
言

論
の
自
由
を
保
証
し
て
き
た
。
こ
の
や
り
方
は
、
擁
護
す
る
に
足
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
別
の
や
り
方
に
比
べ
て
、
正
当
性
を
主
張

で
き
る
も
の
な
の
は
明
ら
か
だ
。

翻
訳
を
手
懸
け
た
版
元
は
、
す
ぐ
さ
ま
、
ど
の
よ
う
な
困
難
が
あ

ろ
う
と
出
版
を
続
け
る
と
表
明
し
た
。
ま
こ
と
に
正
し
い
。
勇
気
あ

る
人
び
と
を
孤
立
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

打
て
る
手
は
、
三
つ
あ
る
。

①
徹
底
的
な
捜
査
を
行
な
い
、
事
件
の
真
相
を
解
明
す
る
。

②
書
き
た
い
こ
と
は
書
き
、
出
版
を
び
ぴ
っ
た
り
し
な
い
。

③
こ
の
事
件
の
こ
と
を
、
国
民
が
心
底
か
ら
怒
る
。

事
件
の
解
明
は
、
捜
査
当
局
に
任
せ
る
し
か
な
い
が
、
内
閣
調
査

室
や
公
安
担
当
者
も
動
員
し
て
、
全
力
で
当
た
る
べ
き
だ
。
真
相
と

*
 

今
回
の
事
件
、が
ど
れ
ほ
ど
重
大
な
意
味
を
も
つ
の
か
、

あ
ま
り
ピ
ン
と
来
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
単
な
る
殺
人
事
件
で
は
な
い
。
も
し
も
想
像
さ
れ
る
通
り

に
、
五
十
嵐
氏
が
『
悪
魔
の
詩
』
を
翻
訳
し
た
こ
と
へ
の
報
復
と
し

て
、
組
織
的
に
仕
組
ま
れ
た
犯
行
だ
と
す
る
と
、
言
論
の
自
由
に
対

す
る
最
大
級
の
挑
戦
だ
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
目
す
べ
き
個
性
的
な
イ
ス
ラ
ム
学
者
と
し
て
、
五
十
嵐
氏
に
は

か
ね
て
か
ら
敬
意
を
払
っ
て
き
た
。
縁
あ
っ
て
、
氏
の
著
書
を
書
評

し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
五
十
嵐
氏
が
、
・
「
悪
魔
の
詩
』
を
翻
訳
し

た
。
中
東
の
事
情
に
詳
し
い
氏
の
こ
と
ゆ
え
、
危
険
を
重
々
承
知
の

う
え
で
引
き
受
け
た
仕
事
に
違
い
な
い
。
コ
一
ュ
!
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』

の
報
道
に
よ
れ
ば
、
翻
訳
者
が
氏
に
落
ち
着
く
ま
で
五
人
に
断
ら
れ

た
と
い
う
。
氏
は
、
出
版
の
意
義
を
認
め
た
書
物
を
、
勇
気
を
も
っ

て
翻
訳
し
、
そ
れ
が
も
と
で
舞
れ
た
の
だ
。

l
l真
相
が
明
ら
か
で

な
い
今
、
そ
う
断
定
は
で
き
な
い
が
、
状
況
は
そ
の
可
能
性
が
き
わ

め
て
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

今
回
の
事
件
は
、
特
定
の
書
物
(
の
翻
訳
)
を
日
本
人
が
読
む
必

要
は
な
い
し
、
読
ん
で
は
な
ら
な
い
、
と
考
え
る
人
び
と
が
存
在
す

る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
が
何
を
読
み
、
何
-

を
考
え
る
か
を
左
右
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
の
だ
。
も
し
わ
れ
わ
一

れ
が
、
今
回
の
事
件
の
真
相
を
解
明
で
き
な
け
れ
ば
、
彼
ら
の
不
当
一

な
意
図
が
達
成
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
今
後
こ
~

日
本
人
は

t
τ
u守
烏
・

は
何
も
、
犯
人
を
捕
ま
え
る
こ
と
と
限
ら
な
い
。
「
個
人
的
怨
恨
」

な
ど
で
は
な
い
こ
と
の
裏
付
け
を
取
る
の
も
大
事
で
あ
る
。

②
は
容
易
で
な
い
。
す
ぐ
「
自
粛
」
し
が
ち
な
わ
れ
わ
れ
は
、
体

を
張
っ
て
言
論
の
自
由
を
守
る
つ
も
り
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

身
の
安
全
が
保
障
さ
れ
れ
ば
言
い
た
い
こ
と
を
言
い
、
ち
ょ
っ
と
危

険
に
な
る
と
口
を
つ
ぐ
む
の
は
、
言
論
の
自
由
で
も
何
で
も
な
い
。

だ
か
ら
③
が
大
切
だ
。
怒
る
の
に
、
金
は
一
銭
も
か
か
ら
な
い
。

な
る
べ
く
派
手
に
騒
ぐ
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
つ
づ

け
、
事
件
の
そ
の
後
を
粘
り
強
く
フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
だ
。

*
 

事
件
が
起
こ
っ
た
七
月
十
二
日
、
海
部
首
相
は
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席

す
る
た
め
、
日
本
を
離
れ
て
い
た
。
彼
に
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
が
控

え
て
い
た
。
こ
の
事
件
の
こ
と
を
、
「
目
下
捜
査
中
だ
が
、
も
し
も

組
織
的
な
犯
行
な
ら
、
言
論
の
自
由
に
対
す
る
重
大
な
挑
戦
と
受
け

止
め
る
。
わ
が
国
民
は
、
こ
う
し
た
事
件
を
決
し
て
許
さ
ず
言
論
の

自
由
を
守
り
通
す
決
意
で
あ
る
」
、
と
の
べ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
。

で
も
、
こ
ん
な
セ
リ
フ
を
到
底
思
い
つ
か
な
い
。
西
側
世
界
と
価
値

観
を
共
有
す
る
と
の
ア
ピ
ー
ル
が
、
い
ま
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
政
治

的
・
外
交
的
意
義
を
持
つ
か
、
彼
に
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。
け
れ
ど

も
そ
れ
に
、
最
善
の
対
応
を
す
る
こ
と
は
で
き
る

3

五
十
嵐
氏
の
勇

気
あ
る
選
択
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
勇
気
で
応
え
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ

の
責
任

だ

。

(

は

し

づ

め

だ

い

さ

ぶ

ろ

う

・

社

会

学

)

五十.¥it氏殺害事件に怒ろ22:1 
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げ
論
文
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
試
作
し
て
い

る
が
、
英
文
で
発
表
さ
れ
た
日
本
の
業

デ
ー
タ
ベ
|

献
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
、

ス
に
も
ご
く
わ
ず
か
が
笠
鉢
さ
れ
て
い

る
だ
け
。

日
本
語
の
文
献
は
、
海
外
に

全
然
知
ら
れ
て
い
な
い
。
世
界
の
ポ
ビ

ユ
ラ
|
音
楽
に
つ
い
て
ま
と
め
た
慌
説

日
本
関
係
の
部
分

は
ま
っ
た
く
手
薄
な
の
が
呪
状
だ
。
今

品
川

H

や
山
小
山
県
知
で
も
、

『J
P
Mガ
イ
ド
』
を
き
っ
か
け

回
の

に
、
か
な
り
事
情
は
改
普
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で

日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
背

楽
立
、

英
語
出
で
ヒ
ッ
ト
し
な
い
代
わ

り
に
、
中
園
、
台
湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ

フ
ィ
リ
ピ
ン
、

1・レ、.，， 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

-
:
と
い

っ
た
ア
ジ
ア
聞
で
は
そ
こ
そ
こ

流
行
し
て
い
る
。
「
北
国
の
春
」
「
恋
人

よ
」
「
昂
」
な
ど
が
人
気
だ
。

日
本
の

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
事
情
を
紹
介
す
る
雑

誌
や
ラ
ジ
オ
番
組
も
盛
ん
で
あ
る

3

こ一

で
あ
ろ
、
っ
。

れ
は
、

逆
の

二
方
通
行
」

の
読
者
を
除
け
ば
、

ど
ん

『
ノ
イ
ズ
』

ア
ジ
ア
各

な
音
楽
好
き
の
若
者
で
も
、

国
の
音
楽
事
情
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た

知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
稀
だ
し
、

関
心
も
薄
い
。
英
語
聞
の
場
合
と
逆
に
、

て
み
る
と
、

か
な
り
い
び
つ
だ
。

の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
北
口
栄
は
、

い
っ
た
い
此

界
に
ど
れ
だ
け
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う

の
だ
λ
f
7
?・

英
知
閣
の
凶
々
で
は
、

「

Y
M
O、
ナ

松
任
谷
山
尖
、守ビ

タ
レ
?
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

ル
ボ

l
ド』

の
ヒ
ッ
ト
・
チ
ャ
ー
ト
で
、

坂
本
九
の

「
ス
キ
ヤ
キ
」
が
ト
ッ
プ
に

日
本
の
ポ
ピ

-h
ド
、

T
L
l人・
4

、30か
P
10

引
U
Fド、

4
F
L
『
t

、l
L
F
叶
珂
f
L・
I
・-『】

1

ュ
ラ
l
音
楽
は
世
界
的
な
ヒ
ッ
ト
と
ま

っ
た
く
'
結
が
な
い
ま
ま
だ
。
日
本
人
が

廿一川介
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
汗
山
市
に
こ
れ
ほ
ど

関
心
を
持
っ
て
い
る
別
に
、
日
本
の
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
は
ま
っ
た
く
附
界
に
知

ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
ギ
ャ

ッ
プ
は
、
あ
ま
り
に
大
き

ぃ
。
世
界
的
に
ヒ
ッ
ト
し
な
い

の
は
仕

POPULAR 
MUSIC 

IN 
JAPAN 

street noises 

こ
の
本
の
問
い
合
わ
せ
は
、
日
本
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
一

音
楽
学
会
事
務
局
一
回
・

3
7
2
6
・
1
1伊

1

1
内
線
2
6
6
7
(
東
京
工
業
大
学
、
一

橋
爪
研
究
室
)
ま
で

a

，.
，
，，
 

ill 

こ
ん
ど
は
わ
れ
わ
れ
が
ア
ジ
ア
の
ポ
ピ

ュ
ラ
l
白
川
ボ
を
似
…
枕
し
て
い
る
の
だ
。

こ
ん
な
一
応
的
で
い
び
つ
な
閃
係
は

不
毛
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
本
山
は
、

U 

本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
針
決
も
、

を
受
守
し
て
変
形
し
た
、

.山
伐
北
H
何
本

ア
ジ
ア
聞
の

行
犯
的
な
感
性
の
ひ
と
つ
と
凡
る
の
で

な
け
れ
ば
、

よ
く

m附
で
き
る
は
ず
が

な
い
の
だ
か
ら
。

日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
汗
山
市
を
、

ア
ユ/

ア
凶
の
拡
が
り
の
な
か
に
位
出
‘
つ
け
る

こ
と
。
そ
れ
に
は
音
楽
を
、
出
業
主
義

の
流
れ
に
任
せ
て
お
く
だ
け
で
は
だ
め

t
1
・
!
，，

}

'
'
a
F
 

だ
。
資
本
や
情
報
を
独
占
す
る
ア
メ
リ

カ
を
川
市
…
に
、

が
っ
ち
り
閉
ま
っ
た
苛

，、

-
e
e
e
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
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@
@
@
@
@
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@
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e
e
e
e
o
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@
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@
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@
@
e
e
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e
・
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「

O O 

rl 
イ£

ト
々
な
い
に
し
て
も
、

グ〉

五日

1"1 
今、

iil 
|少

I11な
本|く
に!と
ど|も
ん|外
なII-n

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
山
裂
が
あ
る
の
か
く
ら
い

知
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

こ
う
し
た
伯
仲
仰
の
欠
市
を
刷
め
る
た

め
に
は
、

ル
Hμ
咋
こ
へ
川
ふ
J

、

l
!
l
l
l
 
日
本
の
ポ
ピ

ユ
ラ
!
日
決
を
き
ち
ん
と
制
介
す
る
テ

と
り
あ
え
ず
央
卸
で
m

へんじいす

ー
タ
を
、

る
こ
と
で
あ
る
。~

絞
ら
が
ιrノ
え
始
め
て
い
た

矢
先
に
、
う
っ
て
つ
け
の
ね
介
山
が
ひ

e

場
し
た
。
し
か
も
似
し
い
こ
と
に
、
川

ド
ポ
栄
え
が
下
糸
川
ら
し
い
。
人
t
け
で
は
ぜ

ひ
、
こ
れ
を
利
介
し
た
い
。

と
い
う
わ
け
で
、
表
紙
の
写
見
を
凡

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
、
恐
ら
く
世

保
で
最
初
に
英
文
で
日
本
の
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
苛
楽
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

=
〉
の
巳
己
σ
、円
O

勺

o
u
三
R
E
C位
。

【コ

]ω
℃
m
Z
ぺ・

(
A
4版
部
瓦
)
だ
。
編

問
的
ホ
ピ
ュ
ラ
|
背
山
市

集
し
た
の
は
、

品
寸
全
日
本
支
部
(
【
〉
巴

v
Z
1
E
Eコ
)
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
本
部
を
置
く
間
際
学

の
日
本
ブ
ラ
ン
チ
と

会
(
別
年
削
設
)

し
て
、

5
年
一
川
か
ら
的
引
を
続
け
て
い

る
。
机
叩
仰
に
は
間
会
の
全
日μ
か
ら
、

山
本
・
此
業
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
か
ら
わ
れ
わ

れ
を
解
き
放
つ
の
は
雌
し
い
。
だ
か
ら

音
楽
に
関
す
る
情
祁

あ
B

つ
ゆ
る
方
'
一
向
に
発
信

少
し
ず
つ
で
も
、

を
臼
覚
的
に
、

し
、
ま
た
受
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

そ
れ
を
附
ま
え
て
初
め
て
、

日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
が
、

占
め
る
独
特
な
位
世
も
自
党
で
き
る
。

ilt 
w 

日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
昔

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
研
究
も
、
や

っ
と
本
物
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
で
こ
そ
、

;(J: 
州、
J 
U 、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
研
究
、

は
し
づ
め
だ
い
さ
ぷ
ろ
う

橋
爪
大
三
郎

日
本
が
、

レ
コ
ー
ド
、

C
D
の
売
上

げ
か
ら
み
て
、

第

2
位
の

ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世
界

ぷ
日
山
市
大
国
w

で
あ
る
こ
と

は
ま
ぎ
れ
も
な
い
。
祈
り
か
ら
の
ワ
!

ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ブ
ー
ム
で
、

制
川
町
平
、

J
f九二、、
l
t
r
l、
「

仰
仰
木
十八円

J
H
d
H
H
Mb

u

ふれ

レ
L

I|
炉

H
M
F
「
、

a

、・1
J
勺

J

亡

、

ご

4

4
4
h
川
お
V
-
寸

」
λ

ーよ
L
H
r
j
τ
一

井
徹
、
河
端
茂
、
一
時
能
山
紀
子
、
小
川

仰
伎
の
各
氏
が
加
わ
っ
て
い
る
。

旧
公
一
、

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
(
略
祢

J
P
M
ガ
イ
ド
)
は
、
「
明
治
以
前」

m

-
l

l
マ

L

-
1
9
4
5
4，
ιJ川」
-
1
9
4
5
汗

以
後
」
「
メ
デ
ィ
ア
と
教
育
」
の

4
部

に
分
か
れ
て
い
て
、
全
部
で
引
の
羽
白

か
ら
な
る
。
通
読
す
れ
ば
、
予
備
知
識

ず

hpf・

-‘
p
i

!

、
、

f
F
i
e
-
-j

カ
4・

削
円
山
J
J
d

く
て
J
L

カ
点
。
り
』
H
M
mる
H

本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
-
H
山
市
の
凡
取
り
が
え

ら
れ
る
仕
机
み
に
な
っ
て
い
る
。
ど
の

さ
て
、

引
H
J
U
、

い
ち
ば
ん
大
事
な
、
」
と
か
ら

順
に
附
ん
で
ふ
く
め
る
よ
う
に
性
い
て

あ
っ
て
、

配
慮
が
行
き
附
い
て
い
る
。

基
本
に
忠
実
な
の
で
、
読
ん
で
い
で
す

が
す
が
し
く
、

た
と
、
え
ば
-， 

1、感
9 -mJJ 
4 (l~) 
5 て'
fドさ
以 え
後あ
」る
σ〉

部
分
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
?

か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
訓
い
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
の
が
、

「歌
誌
曲
」
「
演
歌
」

「
戦
伎
の
ジ
ャ
ズ
」
「
ロ

ッ
ク
」
な
の
は

順
当
な
と
こ
ろ
。
ほ
か
に
「
歌
戸
述
動
」

「
グ
ル
ー
プ
・
サ
ウ
ン
ズ
」
「
ロ
カ
ビ
リ

-
」
「
ア
イ
ド
ル
」
な
ど
の
項
目
が
並 O 

日
本
発

レ
コ
ー
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
に
も
ラ
ジ
オ
・

T
V
に
も
街
矧
に
も
、

世
作
の
あ
ら
ゆ

る
国
々
の
t
u楽
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。

け
れ
ど
も
こ
の
光
治
は
、

よ
く
タ
f
え

O 

-
j-
・・・

2

・
ν
J
-
-
e
a
、一司
.

a
t
一f
f

a--
-
'

t
e
 

k
n
?
 

-1

1

 

・

ん
で
い
る
。

「
ロ
ツ
庁
ノ
」

の
さ
わ
り
の

〈
日

部
分
を
迎
当
に
訳
し
て
み
る
と
、

本
の
ロ
ッ
ク
の
時
火
は
、

日
年
代
半
ば

の
ロ
カ
ビ
リ
ー
に
ま
で
遡
る
。

ω年
代

に
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来

日
す
る
と
、

エ
レ
キ
を
手
に
し
た
長
髪

の
す
者
‘
ハ
ン
ド
が
沢
山
引
れ
た
。
:
・
彼

ら
は
、
自
前
で
新
山
を
作
れ
な
か
っ
た

.

の
で
、
取
一
前
山
の
作
川
川
家
・
作
山
家
に

山
を
依
駅
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
.

刊
年
代
の
件
、
り
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
世
良

公
川
と
ツ
イ
ス
ト
、
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス

タ
ー
ズ
、
出
川
点
二
、
チ
ャ

l
は
、
ヒ

ッ
ト
山
を
つ
ぎ
つ
ぎ
生
み
山
し
て
、
ロ

ッ
ク
と
取
前
山
の
脱
抑
を
分
か
ら
な
く

し
た

0

・:
〉
と
い
っ
た
共
介
で
、

内
田

川
町
也
か
ら
イ
カ
一
大
ま
で
、

印
年
代
以
降

の
ロ
ッ
ク
・
シ
ー
ン
を
丁
本
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
フ
ォ
ロ
ー
し
て
あ
る
。
そ
の
他

の
明
日
も
、
読
め
ば
な
る
ほ
ど
と
納
得

し
、
そ
う
だ

つ
た
の
か
と
新
鮮
な
続
き

が
あ
る
。

日
本
支
部
の
上
部
凶
作
で
あ
る
国
際

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
汗
来
月
末
広
は
、

此
界
中
の

者
の
ネ

ワ

ク

を
砂f目

þ~ 指

し
て
い
る
。
そ
の
一
部
と
し
て
、

110 

112 
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gr
一
日
本
全
国
津
々
浦
々
、
文
阪
本
己
と
。
そ
れ
に
悶

mに
買
え
る
こ

害
-
の
捌
が
な
い
省
自
に
は
ま
ず
お
目
と
。
著
者
の
五
十
音
順
に
並
ん
で

一
に
か
か
ら
忽
い
。
本
を
読
む
留
慣

い
る
か
ら
、
単
行
本
や
吻
門
冊
目
の

一
を
身
に
つ
り
始
め
た
中
高
生
が
、
コ
ー
ナ
ー
み
た
い
に
符
り
付
ぎ
に

一
ま
っ
先
に
買
い
求
め
る
の
も
文
腿
く
い
乙
と
も
な
く
、
地
で
も
手
が

一
本
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
O
し
た
ち

届
く
。

「外
れ
」
も
少
な
い
。

ぃ

一
が
つ
れ
づ
れ
に
、
頁
を
開
く
の
も
わ
ば
お
紛
め
の
定
食
セ
ッ
ト
だ
。

一
文
仰
木
。
カ
ン
ト
の
「
純
粋
辺
住
で
も
や
が
て、

m行
木
で
な
い

-
批
判
」
か
ら
赤
川
次
郎
も
の
ま
で
、
と
用
が
足
り
な
く
な
る
。
話
題
の

一
お
よ
そ
名
の
あ
る
飴
物
を
締
結
し
本
は
、
文
郎
に
な
る
ま
で
何
年
も

一
た
文
防
本
と
そ
、
日
本
の
知
的
世
か
か
る
。

待
ち
切
れ
な
い
。
レ
か

一
界
の
土
台
を
支
え
て
き
た
。
も
、
ち
ょ
っ
と
メ
ジ
ャ
ー
で
な
い

文
聞
の
利
点
は
、
ま
ず
安
価
な
本
は
、
文
庫
に
な
る
と
間
待
で
き

な
い
。
単
行
本
で
賢
う
し
か
な
い
。

眠
あ
る
日
気
が
つ
け
ば
、
文
間
は
圧

ヨ
倒
さ
れ
、
私
の
笥
棚
の
削
の
ほ
う

大
で
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

爪
実
際
問
題
、
困
る
の
は
、
あ
る

橋
程
度
専
門
的
な
仕
事
の
切
合
、
文

庫
本
を
使
い
た
く
て
も
、
使
え
な

玄完eFlJ 主恩(二ダチり)
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目
前
社
会
先
活
の
山
々
に
ま

で
、
縦
力
は
民
泊
し
て
い
る
。
だ

か
ら
な
か
な
か
口
総
し
に
く
く
、

い
ざ
従
力
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と

し
て
も
、
さ
ち
ん
と
一
A
W
M
を
与
え

る
と
と
さ
え
む
ず
か
し
い
。

け
れ
ど
も
ま
れ
に
、
税
も
が
印刷

カ
を
お
派
せ
ざ
る
を
え
な
い
附
が

や
っ
て
く
る
。
ロ
シ
ア
共
利
制
本

部
一
山
で
バ
リ
ケ
ー
ド
の
勺
り
に
つ

く
市
民
た
ち
ゃ
、
ク
ー
デ
タ
ー
が

失
ほ
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
目
の
あ
た

り
に
す
る
と
、
ふ
だ
ん
以
づ
か
な

い
で
い
た
椛
力
が
、
こ
う
い
う
か

た
5
で
わ
れ
わ
れ
を
と
ら
-え
て
い

る
も
の
な
の
か
と
、
淡
い
的
ぎ
に

m
H
わ
れ
る
。×

×
×
 

総
力
は

「
そ
乙
に
あ
る
」
も
の

の
よ
う
に
忠
わ
れ
る
が
、
よ
く
考

え
て
み
る
と
そ
こ
に
は
な
い
。
そ

れ
は
、
人
山
間
係
の
な
か
で
働
く
、

凶
に
川
耐
え
な
い
力
な
の
だ
。
そ
こ

2K反

r，辺司

19 91年 (平成3年)9月 17日(火腿巴)

雰F子Eヨ--i'三E牙唱

に
総
力
が
あ
る
、
と
人
び
と
が一
eU

じ
る
」
と
さ
、
総
力
は
刊
犯
を
主

山
一
し
的
め
る
。

縦
力
と
似
て
い
る
も
の
に
、
縦

利
が
あ
る
。
仇
刊
山
り
も
的
利
山
句
、
法

仰
に
よ
っ
て
そ
の
あ
り
か
を
定

め
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る

0

.
で
は
、
川
内
の
巡
い
は
な
に
か
。

山
川
利
は
、
仙
人
ひ
と
り
ひ
と
り

に
削
り
あ
て
ら
れ
る
。
制
人
A
が

橋

爪

大

民日

隊
本
は
、
型
付
本
と
し
て
出
版
さ

れ
た
あ
と
、
雌
し
い
競
争
を
勝
ち

抜
い
て
読
者
の
支
持
を
集
め
、
市
山

価
版
に
返
り
咲
い
た
も
の
だ
。
文

郎
本
は
、
マ
ス
・
セ
ー
ル
ス
を
宿

命
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
押
し
も
押

さ
れ
も
せ
ぬ
古
典
は
、
文
庫
の
な

か
に
こ
そ
見
つ
か
る
の
で
あ
る
。

(
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
文
庫
本
が

残
ら
ず
、
古
典
の
名
に
値
す
る
索

と
を
犠
性
に
す
る
の
と
引
き
侠
唱
え
に
届
け
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
当
然

に
、
よ
り
多
く
の
読
者
の
手
に
回
生
ま
れ
る
形
態
な
の
だ
。

く
よ
う
に
変
形
を
と
げ
た
も
の
な
中
国
に
行
っ
た
折
、
新
撃
笥
自

の
だ
、
と
。
文
聞
の
功
罪
も
、
こ
を
覗
い
て
み
た
ら
、
文
康
も
な
け

の
点
に
集
中
す
る
。
れ
は
取
次
ぎ
わ
な
い
。
新
刊
脅
は

文
庫
が
単
行
本
を
圧
倒
し
て
シ
版
元
か
色
直
接
段
ボ
ー
ル
穏
で
ド

ェ
ア
を
伸
ば
し
た
背
景
に
は
、
ロ
サ
リ
と
窃
屈
に
届
け
ら
れ
、
、売
り
一

本
独
特
の
笹
籍
流
通
シ
ス
テ
ム
が
切
れ
れ
ば
そ
れ
で
お
し
ま
い
。
出

一

あ

る

。

版

の

チ

ャ

ン

ス

も

少

な

く

て

、

学

一

大
部
分
の
単
行
本
は
、
買
い
切
者
守
「
ア
ん
は
皆
苦
労
し
て
い
る
と
い
一

り
で
な
く
て
、
鐙
居
の
庖
顕
で
数
う
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
色
い
ろ
問

一

ヶ
月
間
買
い
手
を
待
つ
だ
り
。
そ
庖
が
あ
る
と
言
え
、
白
木
の
シ
ス
一

の
期
限
を
過
ぎ
れ
ば
、
版
元
に
返
テ
ム
は
ま
だ
し
も
救
い
が
あ
る
。

『

本
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
罰
百
き
手
と
読
み
手
を
つ
な
ぐ
、

新
刊
直
後
の
わ
ず
か
な
期
間
に
売
よ
り
よ
い
回
路
で
あ
る
は
ず
の
、

一

り
切
る
タ
イ
プ
の
出
版
ば
か
り
が
本
。
乙
れ
は
、
回
刷
技
術
と
流
通

一

同
唱
え
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
が
減
っ
て
制
度
の
産
物
だ
が
、
商
品
主
義
が
一

し

ま

っ

た

。

し

ば

し

ば

そ

の

回

路

を

狭

め

て

し

一

そ
こ
で
、
香
屈
に
棚
を
確
保
し
ま
う
。
そ
れ
を
突
破
す
る
や
り
方

一

て
、
自
社
の
出
版
物
を
常
時
売
り
で
あ
る
文
胞
は
、
だ
か
ら
、
読
者

一

続
げ
よ
う
と
思
え
ば
、
文
聞
を
山
に
支
持
さ
れ
続
け
て
い
る
の
だ
。

一

す
の
が
手
っ
取
り
早
い
。
文
聞
な
(
は
し
つ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
氏

-

今
の
出
版
流
通
シ
ス
テ
ム
を
か
い

H
車
京
工
業
大
学
助
教
授
・
社
会

潜
り
、
安
価
で
良
質
な
本
を
読
者
学
専
攻
)

い
こ
と
だ
。
文
鳳
に
収
録
さ
れ
る

と
、
展
初
と
頁
付
げ
が
ず
れ
て
し

ま
う
。
引
用
の
都
合
上
、
ど
う
し

る
。
特
に
翻
訳
も
の
の
場
合
、
原

著
者
の
照
り
さ
え
も
わ
か
ら
な
い

と
い
う
、
困
り
も
の
が
ま
か
り
通

出
版
流
通
シ
ス
テ
ム
を
か
い
潜

り
安
価
で
良
質
な
も
の
を
提
供

て
も
初
出
の
単
行
本
か
全
集
を
揃

え
な
い
と
い
け
な
い
。
か
く
し
て

専
門
家
は
、
文
庫
本
を
「
本
」
と

見
な
さ
な
く
な
る
の
だ
。
文
脚
本

の
ほ
う
で
も
、
震
初
の
出
版
デ
ー

タ
(
刊
行
年
、
出
版
社
、
原
点
ん
イ

ト
ル
、
頁
数
、
改
定
の
有
無
、
・
・
・・・・)

を
付
し
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、

テ
キ
ス
ト
と
し
て
信
頼
で
き
な
い

と
い
う
惑
評
を
寝
笛
き
し
て
い

っ
て
い
る
。
ま
た
、
文
学
作
品
の
晴
ら
し
い
本
ば
か
り
だ
と
助
遭
い

旧
字
旧
仮
名
が
、
勝
手
に
い
じ
く
し
な
い
よ
う
に
)

ら
れ
て
い
た
り
す
る
の
も
股
立
た
ゆ
え
に
、
と
う
考
え
る
の
が
よ

し

い

。

か

ろ

う

。

永

続

す

る

価

値

を

持

つ

で
は
、
単
行
本
が
あ
く
ま
で
も
た
書
物
か
ど
う
か
と
い
う
と
と
で

主
流
で
、
文
郎
本
は
脇
役
な
の
だ
言
え
ば
、
文
廊
の
ほ
う
が
優
位
に

ろ

う

か

?

あ

る

。

テ

キ

ス

ト

の

信

頼

性

と

い

古
典
か
そ
う
で
な
い
か
と
い
う
う
点
な
ら
、
初
出
の
単
行
本
が
断

規
準
で
み
れ
ば
、
軍
配
は
文
町
の
然
勝
っ
て
い
る
。
文
庫
本
は
、
テ

側
に
よ
が
る
だ
ろ
う
。
多
く
の
文
キ
ス
ト
の
原
型
に
忠
実
で
あ
る
こ

霊窒雪控君
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勝
手
に
行
動
す
る
と、

何
人
B
は

そ
の
分
白
山
に
行
動
で
さ
は
く
な

る
。
そ
こ
で
、
め
い
め
い
が
自
由

に
'hu
助
で
さ
ね
加
川
を
市
川
に
定

め
て
お
い
て
、
人
び
と
の
行
助
が

的
突
し
な
い
よ
・
つ
に
す
る
。
乙
れ

戸、

dド

H

リ、ノ山
一て
こ。

，寸
人

N
H
dポ
ザ

n
v
M
U
u-'z
h

そ
れ
に
対
し
て
山
川
内
は
、
炉
、凶

の山
U
川山
一山
川
辺
、
す
な
わ
ち
政
治
の

山
川
で
似
く

μで
あ
る
。

政
治
と
は
、
一
定
の
叩
凶
の
人

び
と
会
以
を
拘
一
以
す
る
-F

守
つ
は
以

以
決
定
を
行
う
乙
と
。
ふ
つ
う
、

政
治
と
ぷ
え
ば
、
凶
以
レ
ベ
ル
の

日
思
決
定
の
乙
と
だ
が
、
も
っ
と

小
さ
な
民
間
に
も
、政
治
は
あ
る
。

涼
出
に
も
、
学
校
に
も
、
企
淡
に

も
、
怖
力
は
京
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

×
×
×
 

で
は
術
力
は
、
い
っ
た
い
ど
う

やっ
て、

自
由
な
は
ず
の
人
間
を
a

拘
烈
で
さ
る
の
か
0
・
こ
の
践
を

め
ぐ
っ
て
、
大
叫
刊
の
平
行
が
紛
争

し
て
さ
た
が
、

制
品
川
は
ま
だ
出
て

、
-
A
、。

U
定
レ

マ
ル
ク
ス
主
援
は
、
出
川
力
が
、

新
附
は
物
限
的
な
力
(以
力
)
に

も
と
づ
く
と
考
え
た
。
山
川
力
が
よ

く
な
い
も
の
で
、
日
終
的
に
は
死

一
似
す
べ
さ
だ
と
勾
喝
さ
O
のも、い山一

カ

m命
に
よ
っ
て
川
家
出
叫
力
を
か
r

取
す
ベ
さ
だ
と
均
一
え
る
の
も
、

そ

の
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
レ
て、

日
近
の
社
会

川T
M
引
は
、
掛
川
力
炉
」「
公
徴
的
に
一

般
化
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
」
、
つ
ま

り
貨
問
み
た
い
は
も
の
と
考
え
る

乙
と
が
多
い
。

何
日
附
山
は
、
何
の
似
判
ち
も
な
い

紙
さ
れ
、

つ
ま
り
匁
微
に
す
ぎ
な

ぃ
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
円
が

n

mだ
(
何
似
が
あ
る
)
と
U
じ
る

か
ら
、
口
剛
山
と
し
て
泊
川
す
る
。

つ
ま
り
、
前
も
が川
A
U
U
取
る

「
一

般
化
さ
れ
た
」
メ
デ
ィ
ア
な
の
で

あ
る
。
岡
山
聞
に
、
制
力
も
人
び
と

が
そ
れ
を
術
力
だ
と
U
じ
る
か

ら
、
メ
デ
ィ
ア
(
人
川
を
つ
な
ぐ

似
体
)
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

×
×
×
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一
一
人
て
一
緒
に
い
る
の
か
。
ー

l-A.

な
ん
か
、
大
挙
止
占
の
入
社
が
内
定
す
る

t

き
t
似
て
ま
せ
ん
か
?
要
す
る
に
身
柄

ぞ
押
さ
λ

て
、
別
の
ポ
l
イ
(
ガ
!
と

フ
レ
ン
ド
と
一
符
に
い
ら
れ
な
く
し
て
し

ま
う
。
そ
の
守
山
砲
の
か
た
ち
が
、
ホ
テ
ル

の
缶
詰
め
な
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
考
え
て
み
る

t
、
こ
れ
は
き
わ

め
て
政
治
的
な
ん
で
す
。
た
だ
一
緒
に
い

た
い
の
な
ら
‘
誕
生
日
て
も
い
い
わ
け
ど

け
ど
、
誕
生
日
は
一
人
一
人
違
う
か
ら
、

相
手
を
独
占
て
き
た
・
』
と
に
な
ら
な
い
.

自
分
た
ち
の
関
係
が
な
に
か
陵
昧
な
ま

ま
で
、

E
こ
ま
で
固
い
件
で
結
ば
れ
て
い

る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

通
り
に
つ
き
あ
っ
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
な
い

か
‘
ほ
か
に
本
ム
叩
が
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
.

t
い
う
不
確
か
な
部
分
を
確
実
に
す
る
た

め
の
儀
式
は
、

E
う
し
て
も
一
斉
に
や
る

必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン

で
馴
れ
初
め
十
愛
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
で
確

か
め
ら
れ
、
や
が
て
教
会
で
の
結
婚
式

。
ク
リ
ス
マ
ス
は
一
種
の
、
通
有
能

礼
な
ん
で
す
ね
。

こ
う
し
て
、
甘
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご

す
カ
ッ
プ
ル
が
傍
目
に
も
目
に
つ
〈
よ
う

に
な
る
。
す
る
と
そ
れ
を
勘
違
い
じ
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
デ
ー
ト
し
て
な
い

t
恰
好

が
つ
か
な
い

t
思
い
・
』
む
の
が
出
て
く
る
。

布
川
愛
の
な
か
み
な
ど
そ
っ
ち
の
り
で
、
そ

れ
ら
し
い
形
を
と
と
の
え
よ
う

t
す
る
。

こ
う
い
う
の
は
.

λ

て
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル

引
に
ブ
ラ
ン
ド
主
L
す
か
句
.
こ
こ
ぞ
t

い
う
ス
ポ
ッ
ト
が
軒
並
み
予
約
で
満
員
に

な
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。

お
務
式
は
仏
教
。
初
誌
は
神
社
。
だ
り

E
結
M
町
式
な
・
旬
、
何
主
主回
っ
て
も
教
ム
手
、

す
。
や
っ
ぱ
り
愛
怖
を
テ
!
?
に
す
る
宗

教
は
、
キ
リ
ス
ト
教

t
い
う
こ
と
に
な
っ

て
ま
ず
か
ら
ね
。
亦
ハ
査
に
は
ク
リ
ス
マ
ス

が
よ
〈
似
合
う
。
二
人
の
愛
令
長
皿
り
上
げ

る
の
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
は
ど
う
っ
て
つ
け

の
舞
古
装
道
は
な
い
。

で
も
ね
正
、
ク
リ
ス
マ
ス
っ
て
年
一
回

日
ん
け
で
し
ょ
。
そ
ん
な
も
の
待
っ
て
い
な

い
で
、
か
ま
わ
ず
突
き
進
む
の
が
、
本
物

の
恋
愛
だ

t
思
う
ん
だ
け
ど
。

日
本
人
は
、宗
教
そ
の
も
の
よ
り

雰
図
気
の
出

"τヲ
な
儀
式
が
好
き

話
を
一
元
に
一段
せ
ば
.
ク
リ
ス
マ
ス
は
‘イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
日
な
ん
で
し
た
。

t
こ
ろ
で
.
キ
リ
ス
ト
教
っ
て

.
Eフ

h
t
ZT小
紋
か
知
っ

て
ま
す
か
?
キ
リ
ス

ト
紋
従
は
い
っ
た
い
何
を
信
じ
れ
.
は
い
い

の
か
。こ

う
質
問
し
た
ら
「
人
間
を
信
じ
る
」

L
全
日え
た
人
，か
い
ま
し
た
け
ど
、
人
間
な

ん
か
信
じ
た
ら
だ
め
で
す
よ
。
神
を
信
じ

る
の
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
myH刊
め
で
す
。

で
も
、
た
だ
帖
仰
を
信
じ
る
だ
け
な
・
旬
、

ユ
ダ
ヤ
殺
や
イ
ス
ラ
ム
教
だ
っ
て
同
じ
だ
。

ホ
ー
ム
ク
リ
ス
マ
ス
の
原
体
験
が

今
の
ブ
ー
ム
を
引
き
起
-
』
し
た

ク
リ
ス
マ
ス
が
も

t
も
t
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
祭
日
で
あ
る
こ
と
「
ら
い
、
一
応

み
ん
な
切
っ
て
い
る
。
で
も
そ
ん
な
こ

t

は
E
う
て
も
よ
く
て
.
一
年
を
絡
め
〈
く

る
ロ
月
に
‘
お
い
し
い
ご
馳
走
や
ケ
l
キ

を
食
べ
た
り
、
わ
い
わ
い
プ
レ
ー
ゼ
ン
ト
を

交
換
し
た
り
す
る
の
が
、
日
本
人
の
ク
リ

ス
マ
ス
で
す
。

こ
う
い
う
ク
リ
ス
マ
ス
が
一
般
化
し
た

の
は
、
実
は
そ
ん
な
に
古
い
こ
と
で
は
な

〈
て
、
ヨ
l
ロ
ァ
パ
で
も
だ
い
た
い
四
世

紀
の
こ

t.
「
近
代
家
族
」

t
い
う
も
の

が
成
立
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
家
族

み
ん
な
の
愛
情
を
確
か
め
あ
う
よ
う
に
な

っ
た
。
赤
い
服
に
白
い
髭
の
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
が
子
供
じ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
り
始
め

た
の
も
‘
こ
の
頃
で
す
。

こ
ん
な
海
の
向
こ
う
の
、
ホ
ー
ム
ク
リ

ス
マ
ス
の
習
慣
が
日
本
に
入
っ
て
き
た
の

は
、
大
正
時
代
だ
っ
た
。
郊
外
討
議
て
池

山
抑
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
デ
パ
ー
ト
に
足
を

述
ぷ
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
お
父
さ
ん
た
ち
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
貿
っ
て
帰

る
よ
う
に
な
っ
た
。
子
供
た
ち
は
喜
ん
で
、

ひ
な
祭
り
や
七
五
三
み
た
い
な
年
中
行
事

が
ひ
と
つ
・
小
正
た

t
思
っ
た
わ
け
で
す
.

ハ
イ
カ
ラ
な
山
の
手
の
風
俗
と
し
て
始

ま
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
も
、
時
依
は
不
二
家

の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
l
キ

t
一
緒
に
日
本
中

に
広
ま
っ
た
。
『
た
け
し
君
、
ハ
イ
」
に
‘

ク
リ
ス
マ
ス
が
や
り
た
く
て
・
フ
ま
く
い
か

な
い
話
が
出
て
き
ま
す
が
、
だ
い
た
い
昭

和
ぬ
年
代
に
は
完
全
に
茎
者
し
た

t
思
っ

て
い
。

子
供
に
と
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
か
か
っ
て
い
る
大
事
な
目
。
相
叫

に
愛
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
即
時
認
で
き

ど
こ
が
違
う
か
と
い
う

t
、
イ
エ
ス
が
救

い
主
(
キ
リ
ス
ト
)
で
あ
る
こ
k
を
信
じ

る
、
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
司
で
す
。
人
間
と
い

う
の
は
、
不
完
全
な
存
在
で
、
ほ
っ
て
お

く

t自
滅
し
て
し
ま
う
。
そ
の
人
間
を
完

全
な
存
在
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
た
め
に
、

わ
ざ
わ
ざ
キ
リ
ス
ト
が
や
っ
て
き
た
、

t

信
じ
る
の
で
す
。

で
は
キ
リ
ス
ト
は
、
ど
こ
か
ら
や
っ
て

来
た
か
?
神
の
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
来

た
.
紳
は
唯
一
絶
対
の
存
在
と
し
て
、
一

会

tこ
か
に
布
引
張
っ
て
い
て
、
人
聞
を

救
い
た
〈
て
も
、
お
い
そ
れ
t
人
間
の
前

に
姿
を
現
す
こ

tが
で
き
な
い
。
そ
こ
で

「
神
に
は
実
は
子
供
が

い
て
、
そ
れ
が
人

間
の
か
た
ち
に
な
っ
て
人
類
を
救
い
に
や

っ
て
き
た
」
L
考
λ
十「
1
1
こ
れ
が
キ
リ

ス
ト
教
な
の
で
す
。

イ
エ
ス
は
ど
ミ
か
-h見
て
も
‘
人
間
そ

っ
く
り
な
の
に
‘
そ
の
正
体
は
神
て
あ
る
。

な
ん
て
、
な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
こ
と

で
す
が
、

t
に
か
〈
そ
れ
や
信
じ
る
。
そ

れ
に
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
人
間
と

し
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
目
、・と
い
う
の

が
な
い

t
い
け
ま
せ
ん
ね
。
ク
リ
ス
マ
ス

は
、
そ
ん
な
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
日
な
わ
け

で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
は

t
て
も

重
大
な
怠
味
が
あ
る
祭
日
な
の
で
す
。

も
つ
'
と
も
、
神
に
子
供
が
い
る
な
ど
と

信
じ
て

V
@の
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
け
.

ユ
ダ
ヤ
教
徒
や
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、
そ
ん

な
こ

t
絶
対
に
認
め
ま
せ
ん
，
も
ち
ろ
ん
‘

ク
リ
ス
マ
ス
な
ん
か
や
ら
な
い
。
キ
リ
ス

ト
教
徒

τも
な
い
人
ひ
と
が
‘
ク
リ
ス
マ

ス
を
祝
う
の
は
.
だ
か
ら
と
て
も
奇
妙
な

こ
と
な
の
で
す
。

て
も
日
本
人
は
.
そ
の
辺
と
て
も
い
い

加
減
で
、
と
じ
か
〈
ク
リ
ス
マ
ス
お
め
で

と
う
、
と
楽
し
ん
で
し
ま
う
。
宗
教
そ
の

も
の
よ
り
、
そ
の
雰
悶
気
が
よ
け
れ
ば
そ

れ
て
い
い

.
t思
っ
て
い
る
の
で
す
。

る
特
別
な
日
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
子
供
の
頃
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
持
っ
て
〈
る
の
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
な

の
か
お
父
さ
ん
な
の
か
、
悩
み
ま
せ
ん
で

し
た
か
?
小
さ
い
う
ち
は
‘
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
仲
話
を
ま
山
朴
に
信
じ
て
い

句
れ

る
.
で
も
あ
る
日
‘
そ
の
綿
密
は
u
掛
か
れ

る
の
で
す
。

私
の
姪
な
ど
い
い
年
に
な
る
ま
で
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
を
信
じ

τい
た
の
で
、

「
パ

パ
も
?
?
も
私
を
刊
相
し
て
た
!」

t大
騒

"
さ
で
し
た
。
父
親
や
母
判
明
が
働
い
て
お
金

を
禄
ぎ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
っ
て
く
れ
る
。

そ
れ
以
外
の
サ
ン
タ
み
た
い
ト
エ
仔
在
は
・』

の
世
に
い
な
い
の
だ
、
上
官
る
の
で
す
ね
。

そ
う
す
る
と
、
ほ
か
じ
も
秘
密
が
あ
り
そ

う
だ

t
勘
づ
い
て
、
家
絞
の
性
の
秘
密
を

探
り
あ
て
た
り
す
る
。
心
理
的
な
親
離
れ

の
た
め
の
、
主
要
な
儀
式
な
ん
で
す
、
ク

リ
ス
マ
ス
は
。

で
、
親
離
れ
し
た
あ

t
の
子
供
は
、

E

う
し
た
っ
て
ウ
丞
挺
の
外
に
愛
情
を
採
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
近
代
家
紋
の

-E叩
な
わ
り
で
す
。
年
頃
に
な
っ
て
家
族

か
ら
は
み
出
す
い
っ
ぽ
う
、
行
動
の
自
由
、

時
間
の
自
由
、
そ
れ
に
お
金
を
手
に
入
れ

る
。
こ
ん
ど
は
自
分
て
恋
人
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
し
た
い
、
恋
人
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

舎
も
ら
い
た
い
と
思
う
よ
う
に
も
な
る
。

ホ
テ
ル
を
予
約
し
な
い
ま
で
も
、
ク
リ
ス

マ
ス
に
な
る

t
な
に
か

y
ワ
ソ
ワ
す
る
の

は
、
子
供
の
頃
の
ホ
l
ム
ク
リ
ス
マ
ス
が

原
体
験
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
う

い
う
下
地
が
あ
る
の
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
に

E
う
し
ろ
こ
う
し
ろ
と
い
う
マ

ニ
ュ
ア
ル

が
あ
る

t
、
つ
い
買
っ
て
し
ま
う
。

ク
リ
ス
マ
ス
は
二
人
の
愛
を

確
か
め
る
通
過
儀
礼

じ
ゃ
あ
何
で
、
ホ
テ
ル
ま
で
予
約
し
て

さ
っ
き
も
言
い
ま
し
た
が
‘
日
本
の
場

A
R
宗
教
の
筏
み
分
け
が
あ
る
ん
で
す
。

人
が
死
ん
だ
ら
仏
教
、
お
宮
参
り
な
ら
神

社、

t
い
う
よ
う
に
。
務
時
式
は
、
明
治

時
代
に
神
前
総
帥
図
式
と
い
う
も
の
が
発
明

さ
れ
て
以
来
、
ず
っ

t神
道
が
仕
切
っ
て

き
ま
し
た
が
、
最
近
は
教
会
派
が
地
え
て

、e
AV

。
し
か
し
本
来
、
宗
教
は
緩
み
分
け
た
り

す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
は
ず
で
す
。
キ
リ
ス

ト
教
徒
だ
っ
た
ら
、
結
締
式
も
お
葬
式
も

全
部
キ
リ
ス
ト
教
で
や
る
の
が
本
当
e

そ

れ
を
日
本
人
は
、
い
ろ
ん
な
{
示
教
を
つ
ぎ

は
ぎ
し
て
、
適
当
に
雰
困
気
の
出
号
フ
な

儀
式
な
ら
事
L

も
い
い
じ
ゃ
な
い
か

t
思

っ
て
い
る
。
こ
ん
な
こ

tを
し
て
き
た
背

景
が
あ
る
か
ら
、

「
こ
こ
数
年
、
ク
リ
ス

マ
ス
が
プ
l
ム
で
す
」
な
ん
で
い
う
、
変

な
こ

t
が
起
こ
る
ん
で
す
。
ま
あ
、
よ
そ

の
周
た
っ
た
ら
、
考
λ
ら
れ
な
い
話
で
し

ょ
・
フ
ね
え
。
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f
E
4
殺
は

E
・3
し
て
.
作
パ
仁
川
リ
す
る

，
咽
凪
町
よ
・
フ
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
?

あ
る
本
に
-
Y
フ
川
い
て
あ
る
の
か
』
h
M
ん
で、

札
は
納
り
し
て
し
ま
っ
た
ー
ー
も
と
も
と
日

本
人
は
‘
死
を
捻
れ
の

一
一
刊
と
み
な
し
て
忠

れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が

u本
に
伝
ι吊
し
た
仏

教
は
、
倣
ほ
し
た
合
思
主
殺
の
忠
似
な
た
め
・

死
を
怨
れ
ず
偏
見
を
持
た
な
か
っ
た
.
そ
こ

で
人
び
と
は
州
出
に
、
死
に
閃
わ
る
儀
式
を

任
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
‘
と
。

イ
ン
ド
の
仏
教
は
‘
出
帆
wmな
山
山
本
打
の
宗

教
だ
か
ら
、
世
俗
の
活
動

t川
問
係
し
な
か
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
移
式
な
ん
か
や
-h
な
い
。

そ
れ
が
日
本
に
伝
わ
る
と
、
い
つ
の
川
に
か

「
持
式
仏
教
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

だ
か
ら
泌
を
返
せ
ば
、
仏
放
が
今
日
ま
で

ず
っ
と
作
式
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
の
は
‘

日
本
人
が
お
い
叫
一万
葉
の
仔
か
-h
羽
代
ま
で
、

死
の
被
れ
の
怒
党
を
引
き
ず
っ
て
い
る
か
ら

だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
絞
れ
な
は
ら
う

ム
モ
3
U
H

た
め
に
・
校
総
い
を
す
る
机
シ
守
ン
な
ん
か

も
そ
の
延
長
だ
。

1991. 9. 1 『エスクァイア臼*J医」買;5巻銘9号(ij]{lj45号)

死
の
間
同
れ
令
恐
れ

τい
た
の
で
は
‘
人
間

が
実
際
に
ど
う
や
っ
て
死
向
か
を
‘
冷
同
川に

H

比
似
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

凶
作
医
学
や
科
苧
は
.
人
体
も
物
自
に
す

吉
な
い
と
い
う
、
微
ほ
し
た
人
川
凶
関
川
沿
の

す
一場
に
立
つ
。
こ
の
見
方
は
キ
リ
ス
ト
欽
、

『エスクァイア日本版』通巻49号 (1992年l月号)PP.31ユー・ピー・ユー

、
，
が
国
の
出
生
率
が
過
去
川
恥
低
の
1
・

J

4

5

3
に
洛
ち
込
ん
だ
と
い
う
の
で
、

大
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
来
た
し
て

そ
ん
な
に
び
く
び
く
す
る
必
裂
が
あ
る
の
だ

ろ
・
フ
か
?

主
と
し
て
経
済
的
な
観
点
か
・
旬
、
出
生
中

の
低
下
が
心
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
あ
る

人
は
、
人
口
が
減
る
の
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
縮

小
し
、
生
官札一
能
力
が
過
剰
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
る
@
別
の
人
は
、
労
働

人
口
(
生
産
者
)
が
減
る
一
方
で
商
品
問
者
(
つ

ま
り
消
践
者
)
が
幼
え
る
と
い
う
、
あ
べ
こ

べ
の
心
配
を
し
て
い
る
。
な
ん
だ
か
、
議
論

が
強
合
し
て
い
な
い
。

確
か
に
、
特
定
の
年
齢
摘
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
し
ぼ
っ
た
古
川
花
、
た

t
え
ば
幼
稚
悶
や
小

学
校
は
、
も
ろ
に
波
を
か
ぶ
る
だ
ろ
う
。
で

も
大
山
す
の
た
り
な
ら
、
対
応
す
る
時
間
的
余

裕
は
十
分
あ
る
。
ま
た
、

一
般
の
産
業
に

E

う
い
う
影
響
が
及
ぶ
か
は
、
も
う
少
し
似
重

に
考
・
λ
て
み
な
い
と
何
と
も
言
え
な
い
。

ま
ず
、

1
・
5
3と
い
う
数
字
自
体
に
多

少
問
凶
が
あ
る
。
こ
れ
(
ム
呉
川
特
殊
出
生
率
)

は
、
一
時
点
で
級
数
の
世
代
を
絵
切
り
に
し

た
数
字
。
急
に
出
産
の
パ
タ
ー
ン
が
変
わ
っ

た
り
す
る
と
、
数
字
の
上
で
、

一
時
的
に
出

生
率
が
洛
ち
込
ん
だ
よ
う
に
み
え
る
・
』
と
が

あ
る
。
た
と
え
ば
上
の
世
代
は
、
初
代
で
産

み
終
え
た
の
で
、
初
代
で
は
産
ま
な
い
。
下

の
世
代
は
、
初
代
で
産
む
予
定
な
の
で
、
明
叫

b
っ
t
遡
れ
ば
、
1
1
日
代
ユ
ダ

T
ね
に
山
本
す

る
も
の
だ
と
い
う
。

外
同
人
労
働
行
と
し
て
エ
ジ
プ
ト
で
例
か

さ
れ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
に
.
ユ
ダ
ヤ
民

伎
の
白
川弘
を
取
り

一一以
さ
せ
る
こ
と
が
.
ユ
ダ

ヤ
教
の
犯
い
だ
っ
た
。
そ
れ
た
め
そ

1
ゼ
は
、

エ
ジ
プ
ト
の
山
市
殺
を

mk的
に
行
ん
止
し
た
。

エ
ジ
プ
ト
の
宗
教
は
、
死
後
の
生
活
を
い
じ

る
。
こ
れ
に
反
対
し
た
ユ
ダ
ヤ
教
は
、
-
比
比
協

の
隼
町
山
・
b
彼
魂
の
咋
什
在
も
一
切
れ
じ
な
い
と

い
う
、
倣
・
ほ
し
た
叩
物
論
と
な
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
は
、
ユ
ダ
ヤ
欽
ほ
ど
倣
・
ほ
し

て
お
ら
ず
、
波
の
む
在
も
認
め
る
が
、
そ
れ

ら
の
彼
は
す
べ
て
‘凶仰
の
依
総
に
服
し
て
い

る
。
叫仰
の
詰
う
こ
と
を
聞
か
な
い
必
布
・
必

殺
の
た
ぐ
い
は
.
エ
ク
ソ
シ
ス
ト
に
沿
治
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
.
よ
れ
ら
の
京
教
の
場

合
、
日
仰
が
あ
れ
ば
何
世
恐
れ
な
い
の
が
正

し
い
・
ど
か
・
句
か
え
勺
て
、
人
間
は
ど
の
よ

う
に
死
必
の
か
.
河
川
し
〈
伶
訓
し
よ
う

tす

る
態
度
が
そ
こ
か
・
旬
刊
ま
れ
た
。

キ
リ
ス
ト
殺
は
あ
く
ま
で
も
・
生
き
て
い

る
神
と
人
間
た
ち
の
京
以
で
あ
る
。
死
ん
で

し
ま
っ
た
人
川
た
ち
は
‘
川
刊
に
飲
さ
れ
て
似

活
し
な
い
と
そ
こ
に
加
わ
れ
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
神
々
は
、
生
き

て
い
る
の
か
死
ん
で
い
る
の
か
、
よ
〈
わ
か

ら
な
い
。
人
川
は
死
ん
で
.
仰
に
な
っ
た
り

も
す
る
が
‘
そ
の
州
場
合
・
あ
る
怒
川
峠
で
生
き

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
ぷ
拠
に
.
食
事

を
し
た
り
、

U

泊
っ
た
り
す
る
-

u本
人
は
‘
生
一t
犯
が
断
ち
切
ら
れ
て
い

代
の
い
ま
は
ま
だ
住
ま
な
い
.
な
ん
で
い
う

変
化
の
心
中
だ
と
、
か
れ
怯
り
低
い
熟
一
「
が
山

て
も
お
か
し
く
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、

1
・

5
3・
と
い
う
数
ん
予
が
ひ
と
り
歩
き
し
て
い
る
。

と
い
う
わ
け
で
、
本
当
に
山
小
山
中
が

1
・

5
3ま
で
務
ち
込
ん
だ
の
か
は
‘
あ
と
例
年

か
経
過
を
見
な
い
と
何
と
も
一日
・λ
な
い
わ
げ

だ
が
、
仮
り
に
本
当
に
低
下
し
た
の
だ
と
し

て
も
、
一
向
に
か
ま
わ
な
い
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
が
私
の
考
え
だ
。

E
う
し
て
も
跡
取
り
を
産
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
情
は
、
ほ
ば
な
く
な
っ
た
・
い
ま
は

そ
れ
ぞ
れ
の
家
紋
が
‘
夫
対
の
判
断
で
、
子

供
の
数
を
決
め
て
い
る
。
そ
の
総
討
が
た
ま

た
ま
1
・
5
3
と
い
う
こ
と
な
・
旬
、
ぞ
れ
は

そ
れ
と
し
て
裁
量
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

も
し
1
・
5
3
に
文
句
を
つ
け
た
い
な
・
旬
、

本
当
は
産
み
た
〈
な
い
け
れ

E
必
む
・
』
と
に

し
ま
す
と
い
う
女
性
を
、
何
百
万
人
も
見
っ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
に
い
っ
た
い
そ
れ
を
、

議
が

E
う
い
う
椛
利
で
妥
求
す
る
の
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
も
の
は
.
放
っ
て
お
い
た
ら
い
い
。

そ
の
代
わ
り
、

1
・
5
3
に
な
っ
た
こ
と
を

前
提
に
し
て
、
社
会
は

E
う
や
っ
て
そ
の
シ

ョ
ッ
ク
を
吸
収
す
れ
ば
い
い
の
か
や
た
fλ
る、

そ
れ
が
話
の
順
序
と
い
う
も
の
だ
。

た
だ
、
ち
ょ
っ
と
注
な
し
て
お
く
べ
き
な

の
は
、
ほ
み
た
〈
な
い
か
ら
・
必
ま
な
い
の
か
、

必
み
た
い
け
ど
政
め
な
い
か
ら
広
ま
な
い
の

か
、
と
い
う
こ
と
。
本
計
は
・
品
川
み
た
い
が
.

や
む
を
・
え
ず
派
ま
な
い
、
と
い
う
人
も
必
ず

い
る
。
派
ま
な
い
内
山
は
い
ろ
い
ろ
だ
ろ
う

が
.
ま
ず
.
年
品
川
・
他
山
愉
中
λ
凶
め
た
体
力
。

そ
れ
に
経
済
力
や
ら
.
共
働
き
な

E
ラ
イ
フ
・

ス
タ
イ
ル
、
そ
れ
に
、
住
宅
が
狭
い
な

E
の

mM出
だ
。
こ
う
し
た
問
題
は
、

E
し

E
し
改

符
す
べ
き
だ
=
で
も
そ
れ
で
、
人
口
が
す
ぐ

mλ
る

t則
作
付
す
る
の
は
甘
い
。

行
犯
休
暇
や
川
ん
抗
手
当
て
、
保
山
H
所
な
ど

施
設
を
改
点
す
る
と
.
効
果
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。

1
・
5
3が
そ
ん
な
に
シ
ョ
ッ
ク

な
ら
、
こ
の
崎
会
に
思
い
切
っ
て
充
実
し
た

ら
い
い
。
出
生
中
が
上
向
く
か

E
う
か
は
と

も
か
く
、
少
な
く
と
も
怜
斜
は
大
い
に
助
か

る
は
ず
だ
。

き
て
、
長
則
的
に
は
や
は
り
人
口
が
減
っ

て
い
〈
の
を
党
判
川
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

社
会
・
経
済
を

E
う
一
池
山
む
す
べ
き
だ
ろ
う
?

社
会
は
、
こ
れ
よ
り
も
っ
と
大
き
な
変
動
を
‘

過
去
に
何
凹
も
粍
敬
し
て
い
る
の
で
.
あ
ま

り
悲
観
し
な
い
で
い
い
と
川
ザ
フ
。

た
と
え
ば
.
戦
争
。
戦
争
に
な
る
と
、
拙
川

。lIu引rahonTa刊sn.氏。I，m.. 

る

tFJ・
正
る
の
が
昨
干
ら
し
い
.
身
体

t
精

神
(
芯
魂
)
を
ま
っ
た
〈
別
々
の
も
の
と
考

え
る
の
も
不
伴
子
だ
。
日
本
人
の
州
場
合
、
身

体
は
何
か
と
F
J
え
て
い
〈
と
.
い
つ
の
間
に

か
ね
神
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
e

梢
紳
は

何
か

t
考・

λτ
い
〈
と
‘

A
Y
巾
以
は
身
体
の
こ

t
に
な
っ
て
し
ま
う
ー
ー
-
』
う
い
う
指
摘
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
通
り
だ
。

こ
れ
が
「
五
体
満
足
」
の
感
党
に
通
じ
る
。

日
本
人
の
場
合
、
身
体
の
一
怖
が
欠
げ
た

り
す
る

t.
そ
の
人
の
存
私
が
何
か
完
全
で

な
く
な
っ
た
と
考
え
が
ち
だ
。
遺
体
が

mω

し
た
り
手
足
が
術
わ
な
か
っ
た
り
し
て
も
、

家
肢
が
ひ
ど
く
気
に
す
る
。
死
者
が
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
苦
し
む
と
考
・
λ
る
の
だ
。
屍
体

は
口
抗
体
、
た
だ
の
物
体
で
は
な
い
か
、

B
E
制

り
切
る
わ
け
に
は
な
か
な
か
行
か
な
い
.

人
間
の
生
き
死
に
を
考
え
て
き
た
日
本
人

の
伝
統

t、
凶
作
医
学
は
、
だ
か
・
句
系
統
が

ま
っ
た
〈
別
々
だ
。
日
本
人
は
凶
洋
医
学
を

受
り
入
れ
た
が
、
そ
れ
は
間
作
の
形
而
上
学

や
死
生
観
に
共
感
し
た
か
ら
で
は
な
い
.
凶

作
広
与
の
ほ
う
が
と
り
あ
え
ず
.
病
気
中
、
う

ま
〈
治
山
町
で
き
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
白
人
川

の
死
と
は
例
か
と
い
う
川
組
も
、
凶
洋
医
学

に
押
印
せ
切
り
だ
っ
た
。

そ
の
悶
吋
川
氏
学
が
‘
生
と
も
.
死
と
も
つ
か

な
い
「
的
死
」
を
見
つ
け
て
凶
っ
て
い
る
。

弘、手
当つ?っ陛

ト
4
m
L
4明
日

明

治
4

ぬいい

』

M
』

V

H

て
で
泣

き
ん
制

生
死
一
府爪大三郎柄。克
lext by Daisaburo Hashizume 
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賀
市
川
婦
は
一
拳
に
冷
え
こ
む
。
衣
川
怖
は
討
中
需

市町業
に
集
中
段
下
さ
れ
‘
悶
民
は
耐
f

壬
t
泊

を
強
い
ら
れ
名
。
お
ま
け
に
初
予
は
徴
兵
さ

れ
て
山
人
に
な
り
.
戦
死
し
た
り
す
る
わ
け

ど
か
ら
、山刀
仙
川
力
も
れ
聞
端
に
減
少
す
る
。
1
・5

3
Eこ
ろ
で
は
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ

ほ
ど
の
変
化
が
あ
っ
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
乗
り

切
っ
て
き
た
.
そ
れ
ぐ
ら
い
の
余
力
は
あ
る
。

山山生
恋中
の
変
化
に
よ
る
人
口
の
変
動
は
、

戦
争
2
5
4
っ
て
、
か
な
り
正
確
に
予
測
可
能
で

あ
る

g

だ
か
ら
ず
っ
と
対
策
が
す
一
て
や
す
い
。

労
働
力
人
口
が
減
り
、
出
品
川
哲
ば
か
り
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
.
ほ
か
の
先
進

国
も
い
ず
れ
直
前
せ
ざ
る
を
え
な
い
間
組
だ
。

そ
の
先
仰
を
切
る
か
た
ち
に
な
る
日
本
は
‘

そ
の
モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス
の
つ
も
り
で
碩
山
取
る

の
が
い
い
と
凹
心
う
図

経
済
は
労
働
力
だ
け
で
な
く
、
穴
仰
や
、

資
本
・
H
U
術
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

出
生
率
低
下
の
あ
お
り
で
労
働
力
が
不
足
す

る

tし
て
も
、
資
訟
は
金
が
あ
れ
ば
口
え
る
。

資
本
・
妓
術
を
高
度
に
す
れ
ば
、
民
社
泌
体
質

は
む
し
ろ
強
化
さ
れ
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
コ
ス
ト
だ
・
凶
慨

M

慨
が
あ
ま
り
市
価
な
あ
い
だ
は
、
人
間
を
使

っ
た
ほ
う
が
安
い
か
ら
普
及
し
な
い
。
ぞ
れ

が
あ
る
州
酬
を
制
り
込
む
と
‘
氾
話
交
鋭
機
や

白
品
川
改
礼
儀
み
た
い
に
ワ
ッ
と
普
及
し
て
‘

人
間
の
労
働
を
代
皆
す
る
。
労
働
力
が
不
足

ポ
る
と
代
金
が
「
芥
す
る
の
で
、
そ
れ
だ
け

1・53ショック
恐るに足らず。
密JR322三郎話

日
本
人
は
、
そ
れ
見
た
こ
と
か
と
思
っ
た
.

生
と
犯
の
嶋
叫
が
同
町
昧
な
の
は
、
当
た
り
前

の
こ
と
。
そ
れ
を
あ
・
λ
て
「
犯
」
と
別
り
切

る
必
裂
も
な
い

.
t
思
っ
て
い
る
.

脳
死
臨
制
が
先
ご
ろ
、
「
脳
死
は
人
の
死
で

あ
る
」
と
い
う
小
川
怠
見
含
ま
と
め
た
。
こ

れ
に
反
刈
し
た
的
川
町
佐
委
以
ら
4
人
は
、
「
附

死
は
人
の
何
で
な
い
」
と
い
う
少
数
意
見
を

発
表
し
た
令
制
U
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

6
月
初
日

号
)
。
私
が
興
味
を
党
・
λ
た
の
は
、
次
の
よ
う

な
見
解
が
.
こ
の
安
H
H
会
の
ル
拘
を
な
し
た

こ
と
だ
。「鳩山山
を
提
供
し
た
い
と
い
う
強
い

怠
忠
を
む
つ
人
が
あ
る
.
・
:
:
ん
州
守
氷
ら
え
た

い

t
い
う
人
が
あ
る
。
:
:
:
二
人
の
窓
思
の
合

致
を
紅
会
が
妨
げ
て
い
る
と
し
た
ら
‘
そ
れ

は
界
で
は
な
い
か
」
。
少
数
意
見
も
こ
れ
を
総

ま
え
て
「
脳
死
を
人
間
の
死
と
認
め
な
い
が
、

版
協
移
納
を
吋
能
に
す
る
・
・
・
・
・
・
日
本
の
現
状

に
応
じ
た
新
し
い
法
の
創
造
が
必
要
」
だ
、

と
の
べ
て
い
る
.
反
す
る
に
、
生
と
死
の
川

に
「
脳
死
」
と
い
う
中
間
段
階
を
作
っ
て
、

川
崎
総
の
摘
出
だ
け
は
認
め
る
こ
と
に
し
よ
う

と
い
う
の
だ
・
こ
の
少
数
怠
克
が
・
悶
際
口

木
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
仰
師
郎
氏
に
よ

っ
て
の
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
象
徴
的
で
は
な

い
か
。

G

uし
づ
め
だ
い
号
、

t

f.L
R正
問
向
性
'ウ
.
肌

4
4代
ザ
市
s
e
&
た
J

Hh
w
品
川
令
ハ
J
の
削
f
b
h附
し
て
快
W
R

b
Q付
る
・
市
川
に
司
叫
仇

EJr-向
b
K
Lれ
ば
よ
ヤ
町
土

胃
.
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技
術
革
新
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
が
生

ま
れ
る
。
願
っ
て
も
な
い
こ
と
だ
a

さ
い
わ
い
い
く
つ
か
の
業
芥
で
、
す
で
に

ロ
ボ
ッ
ト
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
。
生
-
m
h
H

人
れ
が
激
減
す
る
と
し
て
も
、
あ
と
初
1
初

年
は
あ
る
の
で
‘
そ
の
川
じ
っ
く
り
小
怖
を

，し
て
、
内
助
化
に
切
り
放
・
λ
れ
ば
よ
い
。

企
業
の
紋
術
開
発
の
犯
当
者
も
.
れ
分
の

老
後
を
考
え
て
、
ま
じ
め
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。
子
供
に
頼
れ
ず
、
国
も
あ
て
に
で
き

な
い

t
な
れ
ば
、
体
力
が
切
っ
た
老
後
を
険

械
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
で
は

な
い
か
。

こ
う
し
て
、
服
装
の
体
質
は
ど
ん

E
ん
強
、

化
さ
れ
る
。
シ

ル
バ
ー
ケ
ア
産
業
は
日
本
の

独

M
.場
に
な
る
だ
ろ
う
。本
俗
的
な
ホ
l
ム・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
草
人
叩
だ
。
面
倒
な
キ
ー

ボ
ー
ド
抜
作
で
な
し
に
、
口
で
九
叩
令
す
れ
ば

一
言
う
こ
と
を
さ
い
て
く
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち

の
世
非
だ
。

こ

-Z4・
え
る
と
、
出
生
減
↓
労
働
力
一小
足

こ
そ
願
っ
て
も
な
い
チ
T
ン
ス
の
は
ず
で
、

こ
れ
を
む
ざ
む
ざ
逃
す
手
は
な
い
。
下
手
に

外
国
か
ら
労
働
力
中
羊
入
れ
る
の
は
・
せ
っ
か

〈
の
以
術
革
新
へ
の
圧
力
が
活
か
せ
な
い
か

ら
、
住
宅
な
い
。

1
・
5
3
シ
ョ
ッ
ク
怒
る

に
足
ら
ず
。
ニ
れ
が
私
の
結
論
で
あ
る

.
0

惜
し
づ
の

H
h
い

g
dろ
う
買
烹
工溜
縄
文
堂
B

町
杭
三
宮
U
F

苦
掌

著
智
に
-坦
夜
型
?
は
い
ま
胃
ゐ
寺

λ
5
2い
の
か
二
自
立
尚
昆
}

， 

31 U.>C.)ゐu: JANUARr 1四 2



/，タタ/-t

メタ

ο 

n-c
u
b-Uむ
h
H
G
心
の
り
の
か
M
G
G山口
0
0れ
0
6
0
0
0
Q
0
0
0
0
6
0
6
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
ω
0
0
0
0
0
0
0

• 町
民
叶
粧
の
総
数
j
L

の
シ
ン
ク
レ
デ
イ
ズ
ム

は
し
づ
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だ
い
さ
ぶ
ろ
う

2
1
て
ご
百
P

4

引
r
J
J
ノ
一
二

-L
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最
近
と
て
も
残
念
に
思
っ
て
い
る
こ

と
が
ひ
と
つ
あ
る
。

7
月
日
目
、
京
京

ド
l
ム
に
行
き
そ
こ
ね
た
こ
と
だ
。

宗
教
法
人
「
幸
一
制
の
科
学
」
を
主
宰

す
る
大
川
除
法
氏
の
品
川
生
誕
祭
。
に
、

そ
の
日
、
全
国
か
ら
数
万
人
が
集
ま
っ

た
の
だ
。
五
百
あ
ま
り
の
指
導
監
も
、

会
坊
に
降
臨
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

街
角
で
も
ら
っ
た
武
色
い
チ
ラ
シ
に
は
、

3
千
円
払
、
叫
ん
ば
入
場
で
き
る
と
苦
い
で

あ
っ
た
の
に
、
ち
ょ
っ
と
高
い
な
あ
と

思
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
よ
く
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
ご
承
知
の
通
り

の
、
『
フ
ラ
イ
デ

l
』
廃
刊
を
め
ぐ
る

騒
ぎ
だ
。
そ
う
な
る
と
ま
す
ま
す
、
構

成
・
景
山
民
夫
、
司
会
・
小
川
知
子
の

「
大
川
隆
法
I
N東
京
ド
l
ム
」
が
ど

ん
な
だ
っ
た
ろ
う
と
気
に
な
る
。
「
こ

の
日
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
、

ス
除
に
よ
る
合
唱
っ
き

「音
と
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
な
ど
と

字
の
限
る
チ
ラ
シ
を
見
る
に
つ
け
、
い

か
に
も
口
刊
し
い
で
は
な
い
か
。

で
も
ま
あ
、
仕
方
が
な
い
や
と
あ
き

ら
め
て
い
た
ら
、
叩
月
末
に
今
度
は
ビ

デ
オ
『
信
仰
の
勝
利
』
が
先
先
に
な
っ

た
。
ド
ー
ム
で
の
郡
山
川
を
収
め
た
印
分

の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
さ
っ
そ
く

見
て
み
た
ら
、
こ
れ
が
け
つ
こ
う
楽
し

め
る
。

「
音
と
光
」
の
ほ
う
は
大

し
た
こ
と
な
か
っ
た
。
だ
ら
だ
ら
し
た

入
場
行
進
。
木
に
竹
を
つ
な
い
だ
よ
う

な
キ
ー
ボ
ー
ド
の
演
奏
。
ぱ
っ
と
し
な

い
混
声
合
唱
団
。
音
楽
的
な
盛
り
上
が

り
ゃ
斬
新
な
工
夫
は
見
当
た
ら
な
い
。

あ
り
合
わ
せ
の
寄
せ
集
め
と
い
う
印
象

だ
。
今
ど
き
の
ち
ょ
い
と
し
た
コ
ン
サ

ー
ト
の
ほ
う
が
、
よ
っ
ぽ
ど
仕
か
け
も

凝
っ
て
い
る
。

-

た
だ
し
、

EC''';コ=亙l:~~工=む~ζ~!:';ぷ::':''''3ニ==自主=国孟=コr~-.t:::::;;z;.時~~-'''''''m~可思:.m翠~~て正z::工広=.x.:'D~立~~-Zコ

に

な

っ

た

)

そ

う

し

て

伎

が

知
り
え
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
大
川
氏

の
前
生
は
、
ゴ

l
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
で
あ

り
、
そ
の
ま
た
前
生
は
ギ
リ
シ
ャ
の
へ

ル
メ
ス
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
本
E

当
の

名
は
、
エ
ル
・
カ
ン
タ
ー
レ
、
九
次
元

の
高
級
村
笠
で
あ
る
と
い
う
。

大
川
氏
の
指
導
挺
は
、
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
。
イ
エ
ス
が
地
上
で
活
動
し
て

い
た
当
時
は
、
逆
に
彼
が
イ
エ
ス
を
指

導
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
こ
ん
な
具

合
に
、
釈
迦
や
キ
リ
ス
ト
な
ど
、
よ
そ

の
宗
派
の
教
祖
た
ち
の
霊
と
大
川
隆
法

氏
が
対
話
で
き
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、

理
屈
か
ら
言
え
ば
、
ど
ん
な
宗
派
も
み

な
「
幸
福
の
科
学
」
に
と
り
こ
め
る
。

な
か
な
か
楽
し
い
発
想
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
も
ち
ろ

ん
お
か
し
い
。
た
と
え
ば
ブ
ッ
ダ
は
、

給
廻
か
ら
の
解
脱
を
来
た
し
た
わ
け
だ

か
ら
、
入
滅
し
た
あ
と
に
つ
益
」
が
残

る
は
」
j
uな
い
。
仏
教
の
正
統
教
理
か

ら
、
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
。
ま
た
キ

リ
ス
ト
教
も
、
村
と
人
聞
は
比
較
の
し

ょ
う
も
な
い
ほ
ど
隔
た
っ
て
い
る
と
い

、
エ
マ
え
方
だ
か
ら
、
両
者
が
互
い
に
生

か
ら
だ
。

コ
l
ラ

勝
利
の
歌
」

だ
が
、
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
で
当

た
り
前
な
の
だ
と
思
い
つ
い
た
。
「
幸

杭
の
科
学
」
の
教
義
が
そ
も
そ
も
、
こ

れ
ま
で
数
あ
る
宗
教
の
シ
ン
ク
レ
テ
イ

ズ
ム

(
H
ご
っ
た
煮
)
な
の
だ
か
ら
。

水
と
油
ほ
ど
も
述
、
つ
キ
リ
ス
ト
教
と

仏
教
を
、
い
っ
た
い
ど
う
や
っ
て
つ
な

ぎ
合
わ
せ
た
の
か
?
お
ま
け
に
イ
ス

ラ
ム
教
や
、
儒
教
、
村
道
も
ミ
ッ
ク
ス

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
秘
密
を
考
え
て
み

る
ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
興
味
ぷ
か
い
。
と

い
う
わ
け
で
、
「
幸
一
引
の
科
学
」
の
教

義
の
組
み
立
て
を
、
間
単
に
押
さ
え
て

み
よ
、
フ
。

ま
ず
根
本
は
、
霊
の
実
在
を
信
じ
る

こ
と
。
宇
宙
は
も
と
も
と
、
唯
一
の
偉

大
な
謹
か
ら
生
じ
た
。
こ
の
霊
を
、
村

と
よ
ぷ
。
大
ざ
っ
ぱ
に
言
う
と
そ
の
霊

が
分
か
れ
て
、
星
雲
や
天
体
や
、
地
上

の
我
々
を
生
み
だ
し
た
。
人
間
は
も
と

も
と
、
神
の
か
け
ら
な
の
で
あ
り
、
神

性
を
そ
な
え
て
い
る
。
だ
か
ら
人
間
は
、

村
の
子
な
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、

霊
た
ち
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

(
次
元
桃
造
)
と
、
転
生
輪
廻
を
信
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

C 

一
日
明

日

4BEEA
4Etb 

我
々
は
地
上
の
三
次
元
世
界
に
生
き

-
3

"コヨ同

て
い
る
が
、
そ
の
実
体
は
天
界
の
誌
で
郡

あ
る
。
そ
し
て
益
と
は
、
修
行
を
通
じ

白
号po 

て
そ
の
境
位
を
ど
ん
ど
ん
す
川
め
、
ど
こ
江

一
円

H
川

ま
で
も
村
に
近
づ
い
て
い
く
べ
き
存
在
を

で
あ
る
。
ぞ
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
八
正
道
切

で
あ
り
、
ま
た
愛
の
実
践
だ
。

k
p

霊
た
ち
は
修
行
の
た
め
、
ま
た
愛
の
ン

実
践
の
た
め
、
何
百
年
か
何
千
年
か
に
げ

'

J

，A
 

一
度
、
地
上
に
降
り
て
米
る
。
な
か
で
マ

も
坑
位
の
日
ぃ
.
五
た
ち
(
…
仙
紋
川
)
が

降
り
て
き
た
の
が
、
阪
此
上
の
侃
大
な
一
バ

宗
教
家
た
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
慌
た
ち

-

ジ

は
、
こ
の
地
上
で
、
天
界
の
守
諮
話
、

一

r

指
導
霊
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
活
動
ミ

す
る
。
|
|
こ
う
し
た
諮
介
の
ほ
ん
と
問

う
の
姿
を
知
る
こ
と
が
「
科
学
」
で
あ
問

り
、
霊
と
し
て
の
修
行
に
励
ん
で
「
村

一

ぺ

理
」
を
体
得
す
る
こ
と
が
我
々
の
「
幸

一

問1
i
 

福
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
幸
福
の
科

吟

J

A
子

」

な

の

だ

。

ズ

J
q
 

我
々
に
は
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
ノ

き
な
い
護
持
の
様
子
が
、
な
ぜ
手
に
と
司

る
よ
う
に
分
か
る
の
か
?
そ
れ
は
大
十
陀
噌

川
除
法
氏
が
、
日
年
前
に
位
以
近
を
聞
い

た
(
川
市
北
と
内
山
に
対
話
で
き
る
よ
う

ー.-・ 4‘

_.. ~司. ‘e
， 
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、
、

I :; 
I t:! 
， ~t 

ま
れ
変
わ
っ
た
り
、
人
間
の
霊
が
修
行

し
て
ど
ん
ど
ん
村
に
近
づ
い
た
り
す
る

な
ど
と
い
う
の
は
、
と
ん
で
も
な
い
考

え
方
で
あ
る
。

そ
う
い
う
「
納
か
な
こ
と
」
を
気
に

し
な
け
れ
ば
、
「
幸
福
の
科
学
」
の
教

理
は
わ
り
に
よ
く
山
米
て
い
る
と
言
っ

て
も
よ
い
。
す
る
と
逆
に
不
思
議
に
な

る
の
は
、
『
フ
ラ
イ
デ
l
』
の
記
事
に

な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
過
敏
に
反
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と

，、-。
ふ
'
h

『
フ
ラ
イ
デ
l
』
は
大
川
氏
が
「
分

裂
症
気
味
で
:
:
:
穆
病
状
態
」
だ
っ
た

と
書
い
て
い
る
け
れ
ど
、
「
分
裂
病
で

:
:
穆
病
」
と
は
す
一
日
い
て
い
な
い
。
そ

の
あ
た
り
は
用
心
ぷ
か
い
。

誰
だ
っ
て
調
子
の
悪
い
と
き
に
は
、

分
裂
症
「
気
味
」
だ
っ
た
り
穆
病
「
状

態
」
だ
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
に
大
川
氏

自
身
も
、
〈
本
誌
は
、
単
に
地
上
に
肉

体
を
も
っ
て
い
る
私
の
小
さ
な
脳
制
胞

か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
霊
天
上
昇
、
九
次
元
世
界
に
あ

る
私
の
潜
在
意
識
か
ら
啓
示
を
受
け
つ

つ
、
こ
れ
を
文
字
と
し
て
、
ま
た
私
自

O 

身
の
思
想
と
し
て
あ
ら
わ
し
た
も
の
な

の
で
す
。
〉
(
『
大
防
の
法
』
ま
え
が
き
)

と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
彼
の
「
地

上
の
肉
体
」
が
、
世
間
の
規
準
で
「
病

ん
で
い
る
」
と
言
わ
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
本
気
で
怒
る
必
要
は
な
い
。
限
揚

に
椛
え
て
い
た
ほ
う
が
「
幸
福
の
科
学
」

の
教
義
と
し
て
も
、
筋
が
通
っ
て
い
た

は
ず
だ
。

J
M
十一制
の
科
学
」
が
こ
れ
だ
け
話
題

に
な
っ
た
の
は
、
日
本
人
が
、
γ
ン
ク
レ

(
世
界
の
空
想
的
な
調
和
)

を
大
好
き
だ
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
ワ

ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
ブ
1
ム
も

こ
れ
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

し
か
し
、
シ
ン
ク
レ
テ
イ
ズ
ム
(
災

質
な
も
の
の
ご
っ
た
煮
)
か
ら
、
新
し

い
も
の
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
か
。
「
大

川
隆
法
I
N京
京
ド
l
ム
」
の
音
楽
に

接
す
る
限
り
で
は
、
何
と
な
く
、
あ
ま

り
期
待
で
き
な
い
な
と
忠
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

テ
イ
ズ
ム

。。o
o
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0
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ヱ
コ
悶
ジ

1
1…
鴎
の
快
感
に
ひ
と
…
…
箇

-

C

P

、
94
・

佐
久
間
マ
イ

先
日
、
某
大
手
新
聞
社
が
出
し
て
い

る
週
刊
の
動
物
雑
訟
を
会
社
の
同
住
一
休
み

に
バ
ラ
バ
ラ
と
め
く
っ
て
い
る
と
、
同

僚
が
つ
っ
と
寄
っ
て
来
て
、
「
う
ん
、
や

は
り
そ
う
い
、
?
本
と
か
を
読
ん
で
、
自

然
環
境
と
か
、
諮
っ
て
行
く
よ
う
に
し

な
き
ゃ
、
駄
目
よ
ね
、
う
ん
」
な
ど
と

つ
ぶ
や
い
た
。
私
は
そ
の
ゴ
タ
ク
を
間

い
て
、
ぁ
、
ま
た
か
、
と
不
快
に
な
っ

!?i 

j
1
1
3
j
3
4
 

i

;

e

j
 

i
!
l

o

l

l

i

-

-

!PI
t
l
 

O 
て
し
ま
っ
た
。
何
も
私
自
身
は
地
球
の

動
物
を
死
滅
の
危
機
か
ら
救
う
た
め
に
、

そ
ん
な
雑
誌
を
読
ん
で
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
ラ
イ
オ
ン
の
交
尾
の
写
兵
を
見

て
、
う
ー
ん
、
凄
い
な
あ
、
と
感
動
し

て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
動
物
の
本
を
読

む
だ
け
で
保
護
が
で
き
る
な
ら
世
話
は

な
い
だ
ろ
う
。
第
て
本
気
で
地
球
部

境
云
々
を
考
え
る
の
な
ら
ば
、
高
級
紙
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